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第Ⅰ章　序　　　説
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2　調査の方法と経過
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平成 20年度　本発掘調査及び整理作業
調 査 期 間 平成 20 年 4 月 1 日～ 11 月 13 日
整 理 期 間 平成 20 年 11 月 14 日～平成 21 年 3 月 31 日
調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　武藤　克己）
調 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団
総 括 木村　正昭（事務局長）
管 理 斎藤　　栄（総務課長）
庶 務 長谷川　靖（総務課班長）
調 査 総 括 藤巻　正信（調査課長）
指 導 寺﨑　裕助（調査課担当課長代理）
調 査 組 織 ㈱吉田建設
現場代理人 藤田　系五
調 査 担 当 細井　佳浩

調 査 員

継　　　実（4～ 7月）
雨宮　瑞生（6～ 9月）
山本　友紀
瀧口　泰孝
水落　雅明（4～ 8月、10 ～ 11 月）

調査補助員 松井　　智（4～ 11 月）

平成 21年度　整理作業
調 査 期 間 平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日
調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育長　武藤　克己）
調 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団
総 括 木村　正昭（事務局長）
管 理 斎藤　　栄（総務課長）
庶 務 松原　健二（総務課班長）
調 査 総 括 藤巻　正信（調査課長）
指 導 高橋　保雄（調査課担当課長代理）
調 査 組 織 ㈱吉田建設
調 査 担 当 細井　佳浩
調 査 員 水落　雅明（4～ 9月）

第 1表　調査体制
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２　歴 史 的 環 境

（国土地理院発行「富山」1：200,000原図 　平成14年発行） 
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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２　歴 史 的 環 境
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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第Ⅲ章　調 査 の 概 要
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第Ⅳ章　縄文時代の調査
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第Ⅳ章　縄文時代の調査
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第Ⅳ章　縄文時代の調査
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第Ⅴ章　弥生時代以降の調査
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第Ⅴ章　弥生時代以降の調査
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第Ⅴ章　弥生時代以降の調査



28

１　遺　　　構



29

第Ⅴ章　弥生時代以降の調査
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第Ⅴ章　弥生時代以降の調査

b　各　　　説

KF区出土土器

Ⅰ－SD201（図版 26－188～199、図版 75）

平成 18 年度に調査された遺構と同一のものから出土した土器である。

188 ～ 192 は甕である。188 は付加状口縁、189・191 は口縁部が「く」の字状で、端部に面を持つ。

190 は有段口縁が崩れたような形状で、口縁部の厚さが比較的厚い。192 は体部下半から底部である。

193・194 は壺である。193 は内湾気味に立ち上がる口縁部片で、内外面に赤彩を施す。194 は口縁部が

内湾するもので、上部と内側の端部に面を持つ。内外面とも、ていねいなハケ調整である。脚付きの片口

壺となる可能性が高い。195 は椀形の比較的小型の鉢である。内外面ともナデ調整である。196・197 は高

杯である。196は杯部底部から脚部上半で、外面に赤彩を施す。197は脚部上半で、円形透かしが2か所残る。

198 は器台の脚部上半で、3単位の円形透かしが不等間隔で穿たれる。また、外面に赤彩を施す。

119 は器形が判然としない小型の土器の底部である。外面の底部付近には棒状具による刺突を施す。

KD区出土土器

SK575（図版 26・27－200～212、図版 75・76）

200 ～ 206 は甕で、200 ～ 205 は口縁部が「コ」の字状である。200 は口縁端部に面を持ち、底部は平

底である。口径 19.5cm、体部最大径 23.0cm、底径 3.2cm、器高 23.0cm である。口縁部内外面はヨコナ

デ、体部内外面はハケ調整で、体部外面にコゲ・ススが付着する。201 は口縁端部が面を持つ部分と先細

りとなる部分がある。底部は狭い平底である。口径 18.5cm、体部最大径 22.6cm、底径 2.6cm、器高は推

定 23.0cm である。口縁部内外面はヨコナデ、体部内外面はハケ調整で、体部外面中位にコゲ・ススが付

着する。202 は口縁端部に面を持ち、底部は平底である。口径 20.2cm、体部最大径 23.3cm、底径 3.2cm、

器高 24.0cm である。口縁部外面はヨコナデ、内面はハケ後ヨコナデ、体部内外面はハケ調整で、外面に

部分的にコゲ・ススが付着する。203 は口縁端部が丸い。口径 17.3cm、体部最大径 22.9cm である。口縁

部内外面はヨコナデ、体部内外面はハケ調整で、体部外面中位にコゲ・ススが付着する。204 は口縁端部

に面を持ち、底部は平底である。口径 17.3cm、体部最大径 22.0cm、底径 3.2cm、器高 25.6cm である。

口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はハケ・ナデ調整で、体部外面にコゲ・ススが付着す

る。205 は口縁端部に面を持ち、底部は丸底である。口径 16.4cm、体部最大径 22.3cm、底径 4.2cm、器

高 24.4cm である。口縁部外面はハケ後ヨコナデ、内面はヨコナデ、体部内外面はハケ調整で、体部外面

中位にコゲ・ススが付着する。206 は体部下部から底部で、底径は 2.6cmである。

207・208 は壺で、207 は有段口縁の広口壺、208 は体部下部から底部である。209 は椀形の鉢である。

口縁部～体部外面はハケ、内面はハケとナデ調整で、器厚は比較的薄い。210 は高杯の脚部で、円形透か

しが 3単位、あるいは 4単位穿たれる。211 は器台の脚部で、円形透かしはない。212 は小型器台で、内

湾気味に外へ開き、上端でわずかに摘み上げられる受部に、「ハ」の字状に開く脚部が付くものである。

脚部には 4単位の円形透かしが等間隔に穿たれ、外面と受部内面に赤彩を施す。

SK555（図版 27 － 213、図版 76）

213 は口縁部が内傾し、底部が低い円錐状のグラス形を呈する異形の小型精製土器である。外面はミガ

キ、内面はハケ後ミガキ調整で、外面と口縁部内面に赤彩を施す。残存する底部の端部は下方へわずかに
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突出するように見えるため、細い頸部や脚部が付くか、円孔となる可能性がある。

SK566（図版 27－214、図版 76）

214 は甕の口縁部片で、口縁部が「く」の字状で、端部に面を持つ。内外面とも器面が摩耗しており、

調整等不明である。胎土には 1～ 3 mmの小礫を多量に含む。

SK573（図版 27－215～220、図版 76）

215・216 は広口壺と考えられる、口縁部片である。218 は壺の底部片である。217 は有段口縁の鉢であ

る。口縁部～体部内外面はミガキ調整で、外面と口縁部内面に赤彩を施す。219は鉢と考えられる底部で、

底径は 1.6cmである。220 は小型器台の脚部で、4単位の円形透かしが穿たれる。

SK581（図版 27－221～223、図版 76）

221 は甕で、口縁部は「く」の字状で、端部に面を持つ。口縁部内外面はヨコナデ調整である。222 は

杯部が有段鉢形の高杯である。杯部の口縁部内外面はミガキ調整で、赤彩を施す。223 は小型器台の脚部

で、円形透かしがない。

SD557（図版 27 － 224・225、図版 76）

224 はやや小型の長胴甕である。口径は推定 15.0cm・体部最大径 16.4cm・底径 3.7cm・器高 19.8cm（口

縁部高 2.3cm）である。口縁端部は指ナデ、指オサエにより小波状を呈する。口縁部外面はヘラ状工具に

よる調整、体部外面はケズリ、口縁部内面はナデ、体部内面はケズリ、ハケ、ナデ調整である。225 は壺

の体部から底部である。

SD568（図版 27 － 226・227、図版 76）

226 は杯部が有段で、口縁部が外傾する高杯で、段部に沈線 3条と連続刺突文を施す。227 は摘みが中

実な蓋である。

SD576（図版 28 － 228 ～ 257、図版 77）

SD576a（図版 28 － 228 ～ 241、図版 77）

228 ～ 233 は甕である。228 はやや小型の長胴甕である。口径推定 13.2cm、体部最大径 15.6cm、底径

3.8cm、器高 17.1cm（口縁部高 3.2cm）である。口縁部～体部外面はハケ、口縁部内面はハケ、体部内面は

ハケ、ナデ調整である。229・230・233 は口縁部が「く」の字状で、端部に面を持つ。231・232 は有段口

縁である。

234 ～ 238 は壺である。234 は口縁部が比較的短い広口壺である。口径 10.0cm・底径 5.9cm・器高

23.7cm である。口縁部内外面はヨコナデ、体部内外面はハケ調整である。235 は口縁部が比較的長い広

口壺の口頸部片である。236 ～ 238 は壺の底部である。237 は底部が丸底風で厚く、体部外面はミガキ、

内面はハケ調整である。238 は底部が平底で厚く、体部内外面はハケ調整である。239・240 は高杯で、

239 は杯部が有段鉢形のもので、内外面の稜は明瞭でない。240 は脚部である。241 は有段口縁の鉢と考

えられる口縁部～体部片である。口縁部～体部外面と口縁部内面はミガキ調整で、同位置に赤彩を施す。

SD576b（図版 28－242～245、図版 77）

242 は甕で、口縁部は「く」の字状で、端部に面を持つ。口縁部外面はヨコナデ、体部外面はハケ、口

縁部内面はハケ、ヨコナデ、体部内面はナデ調整である。

243 は口頸部が二重に外反する二重口縁壺で、口頸部内面の段は不明瞭である。口頸部外面はミガキ調

整、段部に連続刺突で、口頸部外面に赤彩を施す。244・245 は小型器台の脚部である。245 は脚部外面と

受部内面がミガキ調整で、赤彩を施す。

２　遺　　　物



33

第Ⅴ章　弥生時代以降の調査

SD576c（図版 28－246～257、図版 77）

246 ～ 248 は甕で、246・248 は口縁部が「く」の字状、247 は「コ」の字状である。246 は口縁端部が

丸く、底部は平底である。口径 19.9cm・体部最大径 23.0cm・底径 4.3cmである。口縁部内外面はヨコナ

デ、体部内外面はハケ調整で、外面にはスス・コゲが付着する。247 は口縁端部に面を持つ。口縁部内外

面はナデ、体部外面はハケ、内面はナデ調整である。248は口縁端部に面を持ち、口縁部内外面はヨコナデ、

体部内外面はナデ調整である。

249 ～ 252 は壺である。249 は口縁部に擬凹線文を施す有段口縁のもので、口頸部内面の段は不明瞭で

ある。250 は短頸直口壺で、口縁部内外面はハケ調整である。251 は体部下部～底部で、体部外面はハケ、

内面はハケ後ナデ調整である。252 は扁平な体部に脚部が付くもので、体部内外面に明瞭な段を持つ。体

部～脚部外面と体部内面はハケ後ミガキ調整で、外面に赤彩を施す。253 は口縁部が内傾する異形の小型

精製土器である。下方の形状は平らな底部になるのか、細い頸部が付くのかは不明である。口縁部内面は

ミガキ調整で、赤彩はない。254 は短頸で身の深い鉢で、底部は狭い。口縁部外面はヨコナデ、体部外面

はハケ、ケズリ、体部内面はナデ調整である。255 は杯部が有段鉢形の高杯である。杯部外面はミガキ調

整で、赤彩を施す。256・257 は小型器台で、作りがよく似る。受部が内湾して開くもので、受部～脚部

外面と受部内面に赤彩を施す。脚部の円形透かしの有無は不明である。

SD579（図版 29－258・259、図版 77）

258 は甕で、口縁部は「く」の字状で、端部に面を持つ。口縁部外面はヨコナデ、体部外面はハケ調整

である。259 は細口有段で、口縁部下段の短い壺である。

SX577（図版 29－260、図版 77）

260 は口頸部に段を持つ細頸壺である。内外面とも器面が摩耗しており、調整不明である。

P563（図版 29－264、図版 78）

264 は短頸広口壺と考えられる口縁部片である。口縁部内外面はヨコナデ調整である。

P574（図版 29－261・262、図版 78）

261 は比較的大型の甕で、口縁部は「コ」の字状で、端部に面を持つ。262 は器台の受部下部～脚部上

部で、受部と脚部の境がやや不明瞭である。261・262 は弥生後期の土器と考えられる。

37CP3（図版 29－263、図版 78）

263 は比較的短い口縁部が外反する広口壺である。口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はハケ、内面は

ナデ調整である。

37DP22（図版 29－265 ～ 267、図版 78）

267 は甕で、口縁部は「く」の字状で、端部に面を持ち、底部は平底である。口径 18.3cm、体部最大

径 21.8cm、底径 4.5cm、器高 25.6cm（口縁部高 2.8cm）である。口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はナ

デ、ケズリ、内面はナデ調整である。

266 は短頸直口壺で、口縁部内外面はヨコナデ調整である。265 は小型で短頸の鉢で、口径に比べ身が

深いものである。口縁部外面はヨコナデ、体部外面はハケ、口縁部内面はハケ後ナデ、体部内面はナデ調

整である。非精製品である。 

遺構外（図版 29－268・269、図版 78）

268 は二重口縁部壺の口縁部片である。口縁部外面にヘラ描き沈線により三角形や斜線が描かれている

ように見える。269 は有段口縁の甕の口縁部片で、内外面はヨコナデ調整である。
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KC区出土土器

SK433（図版 29－270、図版 78）

270 は高杯の脚部上部で、外面に赤彩を施す。

SK443（図版 29－271・272、図版 78）

271 は甕で、口縁部が「く」の字状で、端部に面を持つ。口縁部内外面はヨコナデ調整である。272 は

比較的短い口縁部が内湾気味に開く広口壺である。口縁部外面はヨコナデ、内面はナデ調整である。

SD441（図版 29－273～275、図版 78）

273 ～ 275 は甕である。274 は口縁部が「コ」の字状、275 が「く」の字状で、端部に面を持つ。273 は

底部片で、体部内外面はナデ、底部外面はケズリ、ナデ調整である。

SD445（図版 29－276～280、図版 78）

276 ～ 278 は甕で、277・278 は口縁部が「く」の字状で、端部に面を持つ。277 は口縁部内外面がヨコ

ナデ、体部外面がハケ、内面がナデ調整である。278 は口縁部外面がハケ後ヨコナデ、内面がヨコナデ、

体部内面はハケ調整である。276 は底部で、体部～底部外面はケズリ、体部内面はナデ調整である。

279 は短い口縁部が内湾気味に開く広口壺の口縁部片で、内外面ともヨコナデ調整である。280 は小型

器台の脚部である。外面はミガキ調整で、赤彩を施す。円形透かしは 1か所のみ残存する。

SD452（図版 29－281～283、図版 78）

281 ～ 283 は壺と考えられる。281 は短頸直口壺の口縁部片である。282 は底部で、体部内外面はハケ

調整である。283 は体部下部～脚部上部で、外面と体部内面はハケ、脚部内面はナデ調整である。脚付き

の片口壺となる可能性が高い。

P427（図版 29－284、図版 78）

284 は甕の底部である。体部外面はハケ、底部内外面はナデ調整である。

P428（図版 29－285～287、図版 78）

285・286 は甕である。285 は口縁部が「く」の字状で、端部は丸い。口縁部外面はヨコナデ、体部外面

はハケ、口縁部内面はハケ後ヨコナデ調整である。286 は体部下部～底部で、体部外面はハケ、ケズリ、

丸底の底部外面はケズリ状のナデ、体部内面はハケ調整である。

287 は短い口縁部が内湾気味に開く壺で、外面と口縁部内面の上部に赤彩を施す。

流路 1（図版 29～31－288～339、図版 78・79）

288 ～ 300 は弥生土器と考えられる。288・289 は甕の口縁部片である。288は口縁部が外傾するもので、

内側端部にヘラ状工具によるキザミを連続させる。外面はタテ方向のハケ、内面はヨコ方向のハケ調整で

ある。289 は短い頸部から弱く外反する口縁部へ至る器形である。外側端部に斜行沈線が 3条見られる。

口縁部内外面はナデ、体部内外面はハケ調整である。弥生中期の土器と考えられる。

290 ～ 292 は有段口縁の甕の口縁部～体部上部である。293 ～ 299 は壺である。293 は頸部が外反し、

短い口縁端部に擬凹線文が巡る。294・295 は短頸直口壺で、口縁部内外面はナデ、体部内外面はハケ調

整である。296 は広口長頸壺で、短い口縁部端部は内外面ヨコナデ、口頸部は内外面ハケ調整である。

297 は大型の広口長頸壺で、口頸部内外面はミガキ調整である。298 はコップ形をした体部～底部である。

299 は有段口縁の広口壺である。300 は高杯の円筒形の脚部である。290 ～ 300 は弥生後期の土器と考え

られる。

301 ～ 339 は古墳時代の土器で、多くが前～中期のものである。301 ～ 311 は甕である。301 は口縁部

２　遺　　　物
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が「く」の字状で、端部に面を持つ。口縁部外面はヨコナデ、口縁部内面はハケ後ヨコナデ、体部内外

面はタテ、ないしナナメ方向のハケ調整である。302 は小型の長胴甕である。口縁部と体部の境外面と

体部下部内外面に輪積痕を残し、明瞭な段を持つ。口径 16.4cm、体部最大径 12.9cm、底径 5.6cm、器高

12.2cmである。口縁部～体部外面と口縁部内面はハケ、体部内面はナデ、底部内面は指ナデ調整である。

303 は大型甕で、口縁部は「く」の字状で、端部は丸い。口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はハケ、

内面はハケ、ナデ調整である。304 ～ 308 は口縁部～体部上部片で、口縁部が「く」の字状で、端部に面

を持つものである。309・310 は口縁部が「く」の字状で、309 は端部が先細りとなり、310 は丸くなる。

311 は口縁部片で、端部近くで大きく外反するもので、内外面ともヨコナデ調整である。

312 ～ 314・318 ～ 323 は壺である。312 は二重口縁壺の口頸部片で、内外面ミガキ調整で、赤彩を施

す。313 は二重口縁壺で、口縁部内面の段が不明瞭である。口頸部外面はハケ後ヨコナデ、体部外面はハ

ケ、口縁部内面はヨコナデ、ハケ、頸部はヨコナデ、体部上部は指ナデ、以下ハケ調整で、全体に丁寧に

作られている。胎土は精良で、焼成も良い。314 は小型の丸底壺である。口径 7.6cm、底径 1.4cm、高さ

8.3cmである。口縁部内外面はヨコナデ、頸部～体部上半部外面はミガキ、下半～底部外面は指オサエ、

頸部内面はハケ、体部～底部内面は粗いナデ調整である。318 は球形の体部からわずかに外傾する短い口

縁部が付くもので、体部内面に輪積痕を明瞭に残す。口縁部～体部外面は器面が摩耗しており調整不明、

口縁部内面はヨコナデ、体部内面はハケ調整である。319 は有段口縁で、頸部が長い広口壺である。口縁

部内外面はヨコナデ、体部内面はナデ調整である。320 ～ 322 は体部下部～底部である。320 は比較的大

型のもので、体部外面はハケ後ミガキ、底部付近～底部外面はミガキ、体部～底部内面はハケ調整である。

321 は体部内外面がハケ調整である。322 は底部中央に焼成前に穿孔されたもので、体部外面はハケ、内

面はハケ後ミガキ調整である。323 は体部上部に最大径があり、底部が広いものである。頸部～体部上半

外面はハケ、下半はハケ後ミガキ、頸部内面はミガキ、ケズリ、体部内面はナデ調整で、体部上部外面と

体部下部内面にコゲ・ススが帯状に付着する。

324 ～ 326 は鉢である。324 は底部から外傾して開くもので、口縁部～体部外面はハケ、底部付近外面

と口縁部～体部内面はミガキ調整である。カリカリした胎土で、褐色を呈する。325 は底部から内湾して

立ち上がり、口縁部は直立するものである。口縁部～体部外面はナデ、内面はハケ、ナデ調整で、内面は

黒色処理を施す。326 は丸底の体部に内湾して開く口縁部が付く小型のものである。口縁部内外面はハケ

状工具によるヨコナデ、体部上部外面はナデ、下部～底部外面はハケ、内面はナデ調整である。

327 ～ 334・339 は高杯で、330 は杯部、327 ～ 329・331 ～ 334・339 は脚部である。327 は比較的小型

の脚部で、円形透かし 3単位が等間隔で穿たれる。328 は「ハ」の字状に開くもので、円形透かし 2 個 1

組が対面で 2単位穿たれる。脚部外面はミガキ、内面はナデ、ハケ、ミガキ調整で、脚部外面と杯部内面

に赤彩を施す。329 は棒状中実の脚部上部である。330 は有稜高杯で、杯部内外面はミガキ調整である。

331 ～ 334 は柱状、中空の脚部で、裾部から屈曲して外側へ開くものである。333・334 は棒状部分の内

面に輪積痕を明瞭に残す。339 は古墳後期のもので、杯部内面に黒色処理を施す。

335 ～ 338 は小型器台である。335 は内湾気味に外へ開く浅い受部で、端部に面を持つ。受部～脚部外

面と受部内面はミガキ調整で、同位置に赤彩を施す。336・337 は受部下部～脚部で、脚部外面と受部内

面はミガキ、脚部内面はハケ調整で、外面と受部内面に赤彩を施す。338 は円形透かし 3単位は不等間隔

で穿たれ、外面に赤彩を施す。高杯脚部 327 と器形、脚高、脚径がよく似る。

315 ～ 317 は浅い鉢形の土器で、315 は口縁部～体部外面が指ナデ、指オサエ、内面がミガキ、316 は
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口縁部～体部内外面が指ナデ、指オサエ、317 は口縁部～体部外面が指オサエ、内面がナデである。

流路 2（図版 34－404～407、図版 82）

404・405 は甕の口縁部片で、内外面ともヨコナデ調整である。406 は口縁部が内湾気味に開く広口壺で

ある。口縁部内外面ともヨコナデ調整である。407 は高杯の杯部下部である。

遺構外（図版 34－408、図版 82）

408 は二重口縁壺の口縁部～体部上部で、口縁部内面の段は不明瞭である。口縁部内外面はハケ後ミガ

キ、体部外面はミガキ、内面はハケ調整である。作りが頑丈で、重量感がある。

3）古 代 の 土 器

a　概　　　要

古代の土器はKC区の流路 1や流路 2から多く出土した。そのうち須恵器は流路 1の中～下層にほぼ限

定される。一方、土師器は流路 1と流路 2から出土するが、流路 1の中～下層出土のものと流路 1の上層

と流路 2で主体的に出土するものとで時期差が認められる。墨書土器は須恵器 5点、土師器 3点で認めら

れた。以下ではまず各器種の概要を示す。

　土師器

甕　　口縁部が強く外反する長甕（図版 31－340）、短い口縁部が強く外反するもの（図版 31－341）、短

い口縁部が緩く外反するもの（図版 31－342）がある。

壺　　肩の張る体部に緩く外反する短い口縁部が付くもの（図版 32－344）、口縁部が「コ」の字状のも

の（図版 32 － 345）、茄子形の体部に緩く外反する短い口縁部が付くもの（図版 32－346）がある。

鉢　　深鉢形で、弱く外反する口縁部が付くもの（図版 32－348）、深鉢形で、直線的に開く体部から内

湾する口縁部へ至るもの（図版 32－349）、広い底部から内湾する体部を経て、内傾する短い口縁部へ至る

もの（図版 32－350）、椀形のもの（図版 32－352）がある。

無台椀　　口径 13cm、器高 4 cm 未満（器高指数 28）、底径 6 ～ 7 cm のもの（図版 33－390）、口径

15cm、器高 5 cm（器高指数 34）、底径 6 cmの大型もの（図版 33－389）、口径 12～ 13cm、器高 4～ 5 cm（器

高指数 32 ～ 39）、底径 5～ 7 cmのもの（図版 33－392）がある。

　須恵器

杯　蓋　　口径が 15 ～ 17cmのもの（図版 32 － 359）、口径 13cmのもの（図版 32－362）がある。

有台杯　　口径が 16 ～ 18cm、器高 4～ 5 cm（器高指数 26 ～ 30）の大型のもの（図版 32－363）、口径が

14～15cm、器高4～5 cm（器高指数27～36）のもの（図版33－367）、口径11～12cm、器高4 cm前後（器

高指数 32 ～ 38）の深身もの（図版 33 － 372）がある。

無台杯　　口径が 12 ～ 13cm、器高 4 cmほど（器高指数 27 ～ 31）のもの（図版 33 － 375）、口径が 12 ～

13cm、器高 3～ 4 cm（器高指数 25 ～ 27）のもの（図版 33 － 386）がある。

壺・甕　　出土量が少なく、また図示できるものがなかった。甕の口縁部（図版 32 － 358）がある。

高　杯　　上記のものより古いがここで説明する。長脚二段三方透かしのものである（図版 32 － 357）。

２　遺　　　物
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２　遺　　　物
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２　遺　　　物
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２　遺　　　物

木製品

農具
柄
大足

工具 ヘラ

容器

刳り物
皿
槽

曲物
円形曲物
方形曲物蓋
柄

祭祀具

斎串
人形
舟形木製品
刀形
竿

漁撈具 浮子
舟 舟
不明材
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横断面 木口面

放射断面
柾目面

接線断面
板目面

（樹芯側）（樹芯側）
木裏木裏
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２　遺　　　物
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２　遺　　　物



47

第Ⅴ章　弥生時代以降の調査

構築部材

建築部材

柱材 柱材

水平構造材
桁 ･梁材

開口部材

壁材

破風材

壁板

木舞

床材 床板・梯子

屋根材 垂木

接合部材
栓

差し釘

施設材
杭材

柵材 柱材

不明材
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　・スギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔

はスギ型で、1分野に 2－4個。放射組織は単列、1－10 細胞高。

　・ヒノキ科（C「U」pressaceae）

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急

で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野

壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、1－10 細胞高。

　・クリ（Castanea crenata Sieb. et Z「U」cc.）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 3－4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1－15 細胞高。

　・ケヤキ（Zelkova serrata （Th「U」nb.） Makino）　ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は 1－2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋様

状あるいは帯状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－6細胞幅、1－50 細胞高。放射組織の上下

縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

Ｄ　考　　　察

今回分析対象とされた木製品は、構築材、容器、器具、祭祀具、農具等からなり、特に曲物や槽は試料

数が多い。曲物では、底板はいずれも柾目板が利用され、側板に板目板が 1点認められた。また、槽も

長さが 1 m以上を測る大型のものから比較的小型のものまであったが、明らかに槽と判断される資料で

１　樹 種 同 定
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第13図　出土材切片の顕微鏡写真
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第Ⅵ章　自然科学分析

は底面が板目となる木取りが多く確認された。これらの木製品は、119 点のうち 115 点がスギに同定され

た。このことから、スギは、器種・用途に限らず、多くの木製品に利用されていたことが指摘される。ま

た、曲物については、六反田南遺跡Ⅱ［パリノ ･サーヴェイ株式会社 2010a］と同様にすべてスギであっ

たことから、木取りや法量と木材利用の相違を言及するに至らない。槽についても、大型槽（分析№ 68）

にヒノキ科が認められたほかは、すべてスギであったことから、スギ材を主体とする木材利用がうかがわ

れる。構築材・建築材についても、形状や用途等に限らずスギが多く利用されている点が指摘される。

スギ材が多用されるという傾向は、本遺跡や隣接する前波南遺跡や横マクリ遺跡、海川左岸の沖積地に

立地する姫御前遺跡より出土した木製品の調査結果においても確認されており［パリノ・サーヴェイ株式

会社 2008a・2008b、野村 2008］、古墳～平安時代の木材利用の特徴と考えられる。

多くの木製品に確認されたスギは、木理が通直で割裂性が高く、加工が容易という材質的特徴を有する。

このことから、スギ材が多用された背景には、このような材質的特徴があると推定される。また、これま

での自然科学分析調査結果から、縄文時代晩期頃には周辺地域にスギ等を含む森林植生の存在が推定され

ており［株式会社古環境研究所 2008、パリノ ･サーヴェイ株式会社 2010b］、スギの入手 ･利用が可能で

あった点もその背景として推定される。

一方、食膳具の皿（分析№ 101）には、広葉樹のケヤキが確認された。食膳具に広葉樹材が確認された点

は、六反田南遺跡Ⅱの椀・皿（漆器を含む）類の木材利用と同様の特徴と言える。ケヤキの材質は、強度・

耐朽性が高く、加工はやや困難な部類に入る。また、ブナ属やトチノキとともに椀・皿の木地としてよく

利用される樹種である。本遺跡周辺では、前述した横マクリ遺跡から出土した漆器椀にケヤキが確認され

ている［野村 2008］。

このほかに、垂木材（分析№ 38）にヒノキ科、杭にヒノキ科（分析№ 108）とマツ属複維管束亜属（分析

№ 112）、木片（分析№ 109）にクリが認められた。構築材は、スギ材の利用が多いが、今回の分析結果から、

少なくとも針葉樹 3分類群が利用されていたことがうかがわれる。木片に確認されたクリは、本遺跡では

六反田南遺跡Ⅱの放射性炭素年代測定試料とされた立木とされる自然木（B区 46A4 Ⅶ層 材）に認められて

おり、縄文時代中期頃の植生や木材利用を示す資料と言える。
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２　古墳時代～古代
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2）古代の土器

須恵器と土師器の年代（図版 31 ～ 34 － 340 ～ 403）

古代の須恵器は、流路 1の中～下層にかけて主に出土したが、層位や分布での時期差は確認できなかっ

た。流路 1出土の須恵器杯蓋・有台杯・無台杯は［春日 1999］編年のⅡ2～Ⅳ1期（7世紀末～ 8世紀後葉）、

Ⅳ2～Ⅴ1期（8世紀末～ 9世紀前葉）、Ⅵ期（9世紀後半～ 10 世紀初頭）に大きく分けられる。Ⅱ2～Ⅳ1期の

中で、8世紀初頭～前葉頃のものとしては、杯蓋 359、有台杯 363 ～ 365、無台杯 375 ～ 380 などが当たる。

これらの産地の多くは頸城丘陵東部と考えられる。有台杯 363 の口径は 18.3cm と大きく、糸魚川市須沢

角地遺跡 SI119［土田・小池ほか1988］出土の口径 17.5cmの例や妙高市栗原遺跡 SD25 出土［坂井 1982］

の口径 16.9cm の例、上越市木崎山遺跡 3号竪穴住居出土［北村・高橋 1992］の口径 17.6cm の例に匹敵

する。8世紀末～ 9世紀前葉のものとしては、杯蓋 362、有台杯 372 ～ 374、無台杯 382 などが当たる。9

世紀後半～10世紀初頭のものとしては、無台杯385～387がある。口径12.0～ 13.2cm・器高3.0～ 3.6cm

（器高指数 25 ～ 27）に収まる。これらの産地は佐渡の小泊産と考えられる。

古代の土師器無台椀は、流路 2からやや多く出土している。時期は春日編年Ⅴ～Ⅵ期（9世紀前葉～ 10

世初頭）と考えられ、無台椀 390・391 はその中でも古く、無台椀 389・392 ～ 403 は新しい。土師器の甕

や鉢は流路 1の中～下層で出土しており、上述の須恵器の年代に近いものと考える。

また、所産時期が異なるが流路 1の河床から須恵器無蓋高杯のほぼ完形品が出土した。長い脚部には 3

方の透かしが上下 2段に穿たれている。長脚で方形 2段透かしの例は、県内では、妙高市万五郎古墳［新

潟県 1983］、塩沢町南山古墳第 2号墳［塩沢町 2007］に類例が見られる。ただ、本遺跡出土例の特徴は、

3方 2 段透かしに加え、器高 18.6cm（脚部高 14.1cm）と高く、口径 10.3cm・裾部径 9.8cm とこの高さの

ものとしては極端に小さい点である。時期としては 6世紀後半～ 7世紀前半頃と幅をもたすが、畿内地方

の出土例と比較すると 6世紀後半頃に限定できる可能性があるため、今後の検討課題としたい。

墨書土器について

今回の調査では、墨書土器が 8点出土した。まず、須恵器無台杯 2点に書かれた「継人」について検討

する。いずれも底部外面に太字で底面いっぱいに書かれている。『新潟県内出土古代文字資料集成』［小林・

戸根・相沢 2004］によれば、上越市寺町遺跡出土の須恵器杯蓋や有台杯など 7点に「嶋継」の文字が書

かれているという。その他、刈羽村枯木A遺跡出土の須恵器無台杯の底部外面に「継」、見附市大坪Ⅰ遺

跡出土の須恵器無台杯 5点の体部外面に「継」、新潟市結七島遺跡出土の須恵器無台杯の底部外面に「継」

の文字が見える。このうち、枯木A遺跡、大坪Ⅰ遺跡、結七島遺跡出土の須恵器無台杯は、本遺跡で「継

人」と書かれた須恵器と時期が近い。また、底部内面に「久」と書かれた土師器無台椀が出土した。底部

内面に文字が書かれる例は少ないという。周辺では市内横マクリ遺跡からも、「久」が底部内面に書かれ

た土師器無台椀が出土している［渡邊ほか2009］。また、土師器無台椀の体部外面に「天」の字の則天文字

（古体漢字）と考えられる文字が書かれていた。［田中 2009］の集成によれば、県内では、村上市西部遺跡、

新潟市牛道遺跡、長岡市岩田遺跡、見附市上田遺跡で見られる。

六反田南遺跡では、今後も墨書土器の出土が予想される。本遺跡の周辺では、現前川を挟んだ東方に隣

接する前波南遺跡から「出雲…」などと書かれた木簡も出土しており、将来、「ヌナカワ」に関係した文

字資料の発見が期待される。

２　古墳時代～古代
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Ｃ　古墳時代前期の石製品について

1）玉類製作の比較
上層の石器・石製品の組成は玉作に関わるものが多く、ほとんどが古墳時代前期の土器を伴うものであ

る。出土した玉類の成品・未成品は勾玉・管玉・棗玉の三種である。工具として砥石・内磨砥石・敲石・

軽石製研磨具が出土している。これらの様相は同じ古墳時代前期の玉作遺跡である南押上遺跡［小池・水

落ほか］と類似する。製作している玉類も同様なものであることから、ここでは二つの遺跡を比較しなが

ら考えてみたい。

勾玉は蛇紋岩製（415）が一点出土した。南押上遺跡のものは、腹部が一様に半円状を呈するのに対して、

本遺跡のものは「コ」字状を呈している。また、比較して薄いことが印象的である。しかし、上下端が丸

く収束せず、先端を尖り気味に仕上げている点では共通といえる。勾玉未成品は滑石製（416）が一点出

土した。内磨段階のものである。微細な調整剝離と研磨により、半月状の未成品に仕上げることは共通し

ている。しかし、南押上遺跡では背部が必ず半月状に丸く仕上げられるのに対して、416 は面が構成され

る点で異なる。また、出土したヒスイの原石は拇指大程度のもので、これも南押上遺跡に見られたものと

同様であるため、勾玉の製作が行われていたことが推測される。

管玉は形割段階（426 ～ 428）、側面剝離段階（423 ～ 425）、穿孔段階（418 ～ 422）、成品（417）が出土して

いる。素材はすべて横長の剝片であり、大きさは南押上遺跡の中型に相当するものが多い。形割～穿孔に

至る段階の在り方は共通しているといえる。また、南押上遺跡とともに柏崎市行塚遺跡［伊藤 1985］の

事例とも近似しているといえる。ただし、南押上遺跡では縦長剝片を用いることもあることから、形割以

前の工程は今後の資料の増加とともに検討しなければならない。また、これらの遺跡では 418 のような滑

石を用いた管玉は見られない。

棗玉は穿孔段階（429）のものが一点出土している。茶褐色で軟質な滑石を素材とし、研磨によって多

角形に仕上げている。研磨時の擦痕は、管玉が長軸に平行するのに対して、棗玉は横軸に複数方向認めら

れる。上下面は、平行に仕上げられ両面穿孔が施される。この点においてはいずれも南押上遺跡の事例に

も認めることができ、製作の在り方は共通しているといえる。棗玉未成品の出土例は非常に希少で、今後

の資料の増加とともに検討していかなければならない。

2）玉類製作の工具について

内磨砥石はすべて流路 1からの出土で、古墳時代前期の玉作に伴うものかは判然としていないが、形態

は南押上遺跡や横マクリ遺跡出土のものと類似している。また、擦痕は長軸に対し平行したものが多く、

この特徴は勾玉の製作したものに認められるものである［寺村 1969］。この特徴を持つ内磨砥石は、本調

査範囲では 6点出土している。しかし、本調査範囲では、勾玉は２点しか出土しておらず、割合は合わな

い。このことから、近隣に勾玉製作遺跡の存在が示唆される。また、419 や 429 の破損面に見られる穿孔

時の回転痕は直線的であり、擦痕も明瞭ではない。このことから、穿孔にはすべて鉄針を用いられたもの

と考えられる。ただし 418 の 1 点のみ孔径が大きく、断面形状が尖頭形なことから、石針による穿孔とも

考えられる。

ここまで、玉類と工具を比較しながら概観してきたが、製作の在り方はいずれも南押上遺跡と共通して

いるといえる。ただし、南押上遺跡では竪穴建物を中心に玉作を行っていたが、本遺跡ではその傾向はう
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かがえない。むしろ、本遺跡の玉作関係資料の出土傾向は、溝に伴うことが多い。周辺に大規模な製作跡

が存在する、もしくは小規模な製作跡が点在すると考えられる。

Ｄ　木　製　品

1）六反田南遺跡Ⅲの出土木製品の概観と年代

今回の調査では、流路 1を中心に、農具の柄・「大足」、工具のヘラ、容器の皿・槽・曲物、器具の腰掛け・

脚部、祭祀具の斎串・人形・舟形・刀形・竿、漁撈具の浮子、舟の部材など多種多様な木製品が出土した。

円形曲物は平成 19 年度出土のものと合わせると 70 点以上を数える。これらは、①出土層位に主体的

に伴う土器や周辺遺跡での事例から、その多くが 8～ 9世紀の所産と考えられる。②底板の直径は、9～

32cmのものがあるが、多くが 10～13cm前後と 16～18cm前後に集中する。③ 19 点の側板の高さは 1.5

～ 6 cmほどで、2～ 3 cm前後と 4～ 6 cm前後に大きく分けられる。④側板を樺皮紐で綴り合わせる方

法が多様であるなどの特徴が挙げられる。

槽は平成 19 年度出土のものと合わせると 19 点を数える。断片資料が多いが、長さが 1 m 以上の大型

のものが 7点ほど認められる。また、脚付きのものが 1点もないことから、出土層位に主体的に伴う土

器や周辺遺跡での事例から、その多くが 8～ 9世紀の所産としたい。

前年度の調査と同様に、今年度の調査でも大型の槽や曲物といった容器類と建築部材が比較的多く出土

した一方、農具や祭祀具は少なかった。年代的には古代のものが多く、舟形など一部が古墳時代のものと

考えられる。

2）古代の「大足」について

今回の調査では、流路 1から農具の「大足」の縦木が 1点出土した。残存する長さは 43cm、幅 6.5cm、

厚さ 2.0cm を測る。また、一辺 1.8×2.8cm ほどの長方形を呈する枘穴が 4 個以上、9 ～10cm の間隔

で穿たれている。古墳時代から平安時代の大足の縦木は、長さ 95～65cm ほどで、枘穴は 17～10 個、

4～ 12cmのほぼ等間隔で穿たれている。ただし、枘穴の間隔 9～ 10cm前後に注目すると、8～ 9 世紀

頃のものに多く、この時期のものは長さが 90cm前後、枘穴は 11～10 個に収まる。本遺跡出土例も長さ

90cm前後、枘穴が 10 個であったと推測され、所産時期は主体的に出土した須恵器の年代から 8～ 9 世

紀代のものと考えられる。

8～ 9世紀頃の主な出土例としては、神奈川県小田原市千代南原遺跡［小池ほか2000］、静岡県静岡市池ヶ

谷遺跡［足立ほか1995］、千葉県君津市三直中郷遺跡［大谷 2002］、大阪府東大阪市友井東遺跡［奈良国立

文化財研究所 1993］、愛知県豊田市千石遺跡［豊田市教育委員会 2009］出土例があり、県内では長岡市八

幡林遺跡［高橋ほか1994］から縦木が出土している。これらの縦木の長さは 82～95cmで、縦木の枘穴は

10～11 個、枘穴間は 8～11cmほどに収まる。

糸魚川市域では、用途が同じと考えられる「大足」が昭和時代の前半頃まで使用されていた。現在、市

内では能生歴史民俗資料館、木地屋民俗資料館、塩の道資料館で複数収蔵されている。今後の課題として

は、民俗資料の中に、より古い形態をつきとめ、それと古代の出土例との形態的比較を行いたい。

２　古墳時代～古代
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２　古墳時代～古代
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遺 構 観 察 表

遺構計測表（掘立柱建物）
遺構番号 位置 方　位 間数 面積（㎡） 桁行（㎡） 梁間（㎡）

SB1

38B・39B・39C N－6°－W 2間×3間 39.8㎡ 7.8 5.1
柱穴 柱根 平面形 平面規模（cm） 断面形 深さ（cm） 底面標高（ｍ） 柱間（cm）
P165 無 隅丸方形 86×76 台形状 51 4.56 P165－P166 2.52 
P166 無 隅丸長方形 90×55 台形状 52 4.59 P166－P167 2.55 
P167 無 隅丸方形 75×72 台形状 42 4.7 P167－P168 2.50 
P168 無 楕円形 65×35 台形状 39 4.81 P168－P169 2.65 
P169 無 隅丸長方形 90×79 台形状 48 4.68 P169－P170 2.46 
P170 無 隅丸方形 74×63 台形状 50 4.67 P170－P171 2.44 
P171 無 隅丸長方形 89×63 台形状 33 4.71 P171－P429 2.60 
P429 無 楕円形 83×78 台形状 51 4.49 P429－P442 2.45 
P442 無 楕円状 40×34 台形状 20 4.74 P442－P437 2.50 
P437 無 楕円形 88×76 台形状 35 4.53 P437－P165 2.70 

遺構番号 位置 方　位 間数 面積（㎡） 桁行（㎡） 梁間（㎡）

SB3

38C・39C N－62°－W １間×4間？ 43.5㎡ 8.12 5.36
柱穴 柱根 平面形 平面規模（cm） 断面形 深さ（cm） 底面標高（ｍ） 柱間（cm）
P422 無 円形 52×47 台形状 23 4.77 P422－P421 208 
P421 無 楕円形 58×52 階段状 42 4.59 P421－P419 214 
P419 有 楕円形 70×56 階段状 40 4.57 P419－P420 204 
P420 有 隅丸方形 53×50 階段状 21 4.73 P420－P475 （190)
P475 ― ― ― ― ― ― P475－P430 （536)
P430 無 楕円形 55×45 台形状 11 4.73 P430－P426 206 
P426 無 楕円形 63×38 台形状 11 4.8 P426－P423 202 
P423 有 楕円形 6×46 箱状 30 4.7

遺構番号 位置 方　位 間数 面積（㎡） 桁行（㎡） 梁間（㎡）

SB4

38D・39D N－38.5°－E １間？×3間 7.4㎡ 4.5 1.64
柱穴 柱根 平面形 平面規模（cm） 断面形 深さ（cm） 底面標高（ｍ） 柱間（cm）
P410 無 円形 24×23 階段状 15 4.7 P410－P405 164 
P405 無 楕円形 36×27 階段状 16 4.63 P405－P413 126 
P413 無 楕円形 26×21 台形状 14 4.63 P413－P402 172 
P402 無 楕円形 48×38 台形状 5 4.61 P402－P416 150 
P416 無 楕円形 38×33 台形状 19 4.56

遺構番号 位置 方　位 間数 面積（㎡） 桁行（㎡） 梁間（㎡）

SB5

36D・37C・37D N－ 4°－E 2 間×3間 36.2㎡ 7.7 4.7
柱穴 柱根 平面形 平面規模（cm） 断面形 深さ（cm） 底面標高（ｍ） 柱間（cm）
37CP17 無 長方形 50×40 U字状 48 4.54 37CP17－37DP5 2.68
37DP5 無 方形 56×52 台形状 56 4.54 37DP5－37DP17 2.48
37DP17 無 方形 68×62 U字状 53 4.51 37DP17－37DP21 2.58
37DP21 無 楕円形 86×54 袋状 54 4.50 37DP21－37DP23 2.24
37DP23 無 円形 38×36 U字状 46 4.56 37DP23－P563 2.50 
P563 無 楕円形 118×78 階段状 76 4.23 P563－37DP20 2.30 
37DP20 無 円形 94×92 階段状 46 4.52 37DP20－37DP18 2.90 
37DP18 無 楕円形 69×52 台形状 50 4.51 37DP18－37DP1 2.48
37DP1 無 長方形 106×70 階段状 39 4.65 37DP1－37CP16 2.38
37CP16 無 方形 38×38 箱状 36 4.71

遺構計測表（溝）
遺構番号 調査区 位置 断面形 長さ（ｍ） 幅（cm） 深さ（cm） 方位 底面標高（ｍ） 流下方向

SD201 KF 26D24－26F3 弧状 13.84 以上 328～512 32～59
N－62°－E/
N－43°－E/
N－17°－E

4.05～4.43 南西→北東

SD441 KC 39B22－39C8 台形状・凸凹状 4.36 68～106 49～.56 N－20°－W 4.33～4.5

SD445 KC 39B22－39C17 台形状 /弧状 6.86 5～140 13～20 N－21°－E/
N－42°－W 4.74～4.79

SD452 KC 39C6－8・11－13 台形状 2.72 86～112 24 N－87°－W 4.65

SD501 KF 26C6－18 階段状 4.2 以上 214 以上 6～15 N－　0°/
N－50°－W 4.55～4.64

SD551a KF 26D24・25 不明 1.00 以上 23～30 3 N－55°－E 4.66 
SD551b KF 26D24・26E3－11 弧状 8.2 32～61 4～6 N－52°－E 4.54～4.7 南西→北東
SD552 KF 25E20・25・26E16・21 弧状 1.84 以上 56～200 10 N－80°－E 4.49 
SD556 KD 36C13・14 半円形 2.3 18～26 7～8 N－77°－W 4.98～5.00 西→東
SD557 KD 36B25・36C5 弧状 1.47 以上 74～114 17 N－48°－E 4.91
SD560 KD 37C18 V 字状 1.42 18～24 5 N－74°－W 5.01～5.02 西→東
SD561 KD 37C12 弧状 1.06 18 4～9 N－82°－W 5.03～5.04 西→東
SD562 KD 36C7－8・12－13 弧状 1.34 以上 74 13 N－51°－W 4.92

SD564 KD 36C24・36D3－5 弧状 3.9 48～70 11
N－　3°－W/
N－86°－E/
N－10°－E

4.95

SD565 KD 36D4・8・9・13・14 弧状 2.87 66～90 2 N－17°－E 4.82

SD567 KD 36E9・10・14・15 弧状 2.92 62～86 6～8 N－49°－W/
N－79°－W 4.92～4.96 南東→北西

SD568 KD 36E20 弧状 1.46 46 15 N－　2°－E 4.86
SD571 KD 36E19・18 弧状 1.58 48～57 7～9 N－58°－E 4.92～4.94 南西→北東
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遺構番号 調査区 位置 断面形 長さ（ｍ） 幅（cm） 深さ（cm） 方位 底面標高（ｍ） 流下方向
SD572 KD 36D18・23・37E3・4 半円形 3.54 18～52 14～20 N－21°－W 4.84～4.91 南東→北西

SD576 KD 37D3・4・8・9・13・14・18・19・
23・24 弧状 9.74 以上 108～388 16～34 N－　2°－W/

N－60°－E 4.71～4.89 北→南

SD576b KD 37D24・37E3・4 台形状 2.24 78～86 14 N－14°－E 4.89

SD576c KD 37E8・9・13・14・18・19・23・24 階段状 7.4 以上 114～220
以上 16～25 N－21°－W/

N－62°－E 4.75～4.87 北→南

SD578 KD 36F9・10・15 弧状 2.18 74～88 11 N－40°－W 4.88
SD579 KD 37F7・8・12・13 階段状 3.08 以上 67～230 11 N－57°－W 4.72

SD580 KD 36F5・10・37F1 台形状 1.82 12～60
以上 17 N－36°－E 4.78

SD583 KD 36D25 台形状 0.8 以上 44 8 N－86°－W 4.92
SD584 KD 37B23・24・37C3・4 半円形 1.5 以上 30～64 5～19 N－13°－W 4.89～5.03 北→南
SD585 KD 37B22・23・37C2・3 台形状 1.4 以上 50～70 9 N－　3°－E 4.97
SD586 KD 36C14 半円形 1.08 28～42 13～19 N－45°－W 4.89～4.94 南東→北西

SD587a KD 36C3－4 弧状 1.66 14～24 5～9 N－53°－W/
N－38°－W 4.98～5.02

SD587b KD 36C4 弧状 0.7 12 5～8 N－40°－W 4.98～5.04 北西→南東
SD588 KD 37C7・12 弧状 1.2 40 4～11 N－　9°－E 5.04～5.00 北→南
SD589 KD 37C12 弧状 1 28 7 N－86°－W 5.04
SD590 KD 36C7－8 弧状 0.92 以上 15～20 5 N－50°－W 4.99
SD591 KD 36F10・15 凸凹状 0.72 38 6 N－36°－E 4.84
SD592 KD 36E3 半円形 0.8 30 6～21 N－89°－E 4.82～4.97 西→東
SD593 KD 37C24 弧状 0.62 以上 44 6～11 N－56°－E 4.91～4.96 北東→南西
SD594 KD 37D3・8 弧状 0.89 4 7 N－　2°－W 4.97

SD595 KD 37C11・12 弧状 1.56 20 6～ N－50°－W/
N－79°－W 5.04～

SD596 KD 37E2・3・7・8 台形状 0.84 32～44 7 N－　2°－W 4.91

遺構計測表（土坑）
遺構番号 調査区 位置 平面形 断面形 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm）底面標高（ｍ） 方位
SK433 KC 39C23・39D3 不整形 台形状 204 168 82 4.05 N－24°－W
SK443 KC 38C15・20・39C11・16 不整形 凸凹状 170 104 以上 45 4.49 N－23°－E
SK472 KC 39G21 楕円 台形状 120 86 67 3.54 N－18°－E
SK553 KF 26E25 不整形 階段状 169 96 11 4.60 N－11°－W
SK554 KD 36C18－20・23－25 長方形？ 弧状 418 106～146 24 4.84 N－90°　　
SK555 KD 36C13・14・18・19 不整形 階段状 210 76 28 4.79 N－　5°－W
SK559 KD 37C1・2・6・8 不整形 台形状 230 76～172 12 4.97 N－84°－W
SK563 KD 37D18・23 楕円 階段状 118 78 76 4.23 N－32°－W
SK566 KD 37C7－8・10－12 不整形 階段状 300 120～240 4 4.69 N－65°－W
SK569 KD 37E16・21・22・37F1・2 不整形 階段状 480 152 4 4.98 N－20°－W
SK570 KD 36E23・24・37F3・4 長楕円 階段状 326 162 35 4.53 N－46°－E
SK573 KD 37E7・8・12・13 不整形 台形状 196 56～178 32 4.66 N－40°－E
SK575 KD 36D20・25・37D16・21・22 楕円 台形状 274 128～146 25 4.75 N－58°－W
SK581 KD 36D25・37E5 楕円 弧状 102 72 21 4.81 N－82°－E
SK582 KD 36C23・37D3 長楕円 弧状 256 76～106 15 4.91 N－　4°－E

遺構観察表（ピット）
遺構番号 調査区 位　置 平面形 断面形 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm） 底面標高（ｍ）
36CP1 KD 36C14・19 楕円形 台形状 84 48 12 4.99
36CP20 KD 36C20 円形 V字状 20 18 9 5.02
36CP25 KD 36C25・36D5 楕円形 弧状 80 36 以上 11 4.96
37CP2 KD 37C18 長方形 弧状 94 60 16 4.92
37CP3 KD 37C23 楕円形 台形状 94 58 59 4.48
37CP4 KD 37C17 円形 弧状 58 54 25 4.88
37CP5 KD 37C23・24 円形 V字状 28 24 33 4.73
37CP21 KD 37C3 長方形 弧状 66 54 11 5.0 
36DP28 KD 36D23 楕円形 V字状 67 38 23 4.82
37DP4 KD 37D2・3 長方形 台形状 84 54 12 4.94
37DP3 KD 37D2・3 不整形 弧状 40 38 2 4.92
37DP22 KD 37D13・17・18 長方形 階段状 158 120 以上 28 4.67
36EP5 KD 36E14・15 円形 U字状 26 24 30 4.71
36EP30 KD 36E25 長楕円形 弧状 82 28 6 4.9
37EP12 KD 37E21・37F1 長楕円形 弧状 90 40 7 4.89
37EP16 KD 37E24 楕円形 半円状 47 39 22 4.86
36FP15 KD 36F7 方形 階段状 42 40 24 4.75
37FP4 KD 37F2・7 長方形 台形状 68 46 11 4.8
P574 KD 36F17 楕円形 弧状 70 以上 60 20 4.76
P401 KC 38E5 楕円形 弧状 18 14 21 4.59
P404 KC 39D6・11 円形 半円状 48 44 28 4.6
P428 KC 39C17・18 楕円形 半円状 105 72 26 4.63
P431 KC 39C13 楕円形 台形状 93 73 26 4.6
P432 KC 39C18 楕円形 V字状 95 74 62 4.24
P440 KC 39C6 楕円形 台形状 88 74 35 4.59
P451 KC 39C8 楕円形 台形状 88 40 以上 28 4.65
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遺構計測表（流路）
遺構番号 位置 断面形 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 方位 底面標高（ｍ） 流下方向
流路 39B23－39H1 台形状 40 以上 18.56 1.74 N－32°－E/N－55°－E/N－19°－E 南西→北東
流路 2 38B24－38E14 弧状 22.8 以上 2.72 N－7°－E 南→北

遺構計測表（性格不明遺構）
遺構番号 調査区 位置 平面形 断面形 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm） 方位 底面標高（ｍ）
SX447 KC 39C16－39D2 不整形 凸凹状 390 58～112 4～8 N－25°－W 4.78～4.83
SX455 KC 39G20･25 不整形 不明 153 110 18 N－　2°－E 4.54 
SX577 KD 36E12･13･17･18 不整形 階段状 186 64～96 19～36 4.64～4.81

遺構計測表（杭）

遺構番号 位　置 深さ（cm）
標高（ｍ）

遺構番号 位　置 深さ（cm）
標高（ｍ）

杭頭 杭先 杭頭 杭先
杭 1 37C23 16 5.17 4.94 杭 36 37D22 83 5.25 5.12
杭 2 37C23 15 5.1 4.92 杭 37 37D22･23 52 5.08 4.37
杭 3 37C23 33 5.23 4.84 杭 38 37D2 35 5.08 4.66
杭 4 37C23 35 5.26 4.83 杭 39 37D21 66 5.04 4.32
杭 5 37C23 22 5.24 4.92 杭 40 37E1 59 4.93 4.29
杭 6 37C23 20 5.27 4.96 杭 41 37E1 22 4.94 4.64
杭 7 37C23 29 5.17 5.87 杭 42 37E2 86 5.07 4.12
杭 8 37C22 36 5.17 4.74 杭 43 37E3 39 5.02 4.67
杭 9 37C22 29 5.38 4.91 杭 44 37E3 34 5.07 4.8
杭 10 37C22 28 5.16 4.85 杭 45 37E6 22 4.92 4.67
杭 11 37C22 29 5.07 4.77 杭 46 37E8 14 4.91 4.68
杭 12 37B23 11 5.18 4.96 杭 47 37E13 19 4.78 4.67
杭 13 36C4 11 5.15 4.92 杭 48 37E13 23 4.89 4.64
杭 14 36D5 21 5.17 4.91 杭 49 37E11 49 4.95 4.4
杭 15 36D5 52 5.15 4.4 杭 50 37E11 23 4.87 4.66
杭 16 36D10 9 5.11 4.85 杭 51 37E11 16 4.68 4.49
杭 17 36D10 17 5.08 4.87 杭 52 37E11 52 4.83 4.28
杭 18 36D10 19 5.09 5.05 杭 53 37E11 35 4.85 4.43
杭 19 36D4 43/32 5.1/5.1 4.62/4.73 杭 54 37E11 25 4.74 4.48
杭 20 36D14 25 5.11 4.76 杭 55 37E13 4.06
杭 21 36D13 15 5.16 4.91 杭 56 37E22 18 4.59 4.38
杭 22 36D25 30 5.05 4.7 杭 57 37E22 26 4.64 4.33
杭 23 37D2 24 5.1 4.87 杭 58 37E22 27 4.65 4.35
杭 24 37D2 11 5.1 4.99 杭 59 37E24･37F4 48 4.71 4.18
杭 25 37D1 30 5.12 4.82 杭 60 37F4 30 4.72 4.46
杭 26 37D7 19 5.17 4.9 杭 61 37F4 47 4.72 4.2
杭 27 37D6 22 5.13 4.88 杭 62 37F4 41 4.61 4.25
杭 28 37D11 18 5.07 4.84 杭 63 37F4 50 4.71 4.14
杭 29 37D14 18 5.14 4.89 杭 64 37F8 27 4.46 4.15
杭 30 37D11 22 5.09 4.78 杭 65 37F2 19 4.51 4.41
杭 31 37D17･12 18 4.99 4.79 杭 66 37E21 29 4.98 4.66
杭 32 37D17 4 5.16 4.68 杭 67 37E21 14 5.02 4.01
杭 33 37D17 23 4.91 4.76 杭 68 36E10 23 5.1 4.81
杭 34 37D16 29 5.03 4.83 杭 69 37E1 37 4.94 4.43
杭 35 37D16 13 5.11 4.9
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下層石器・石製品観察表
報告
NO.

出土位置
種別 石材

法量
備考

グリッド 遺構 層位 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（g）
151 26C11 Ⅶ 打製石斧 黒色細粒砂岩 14.35 6.25 2.05 211.40 
152 26E16 Ⅶ 打製石斧 砂岩 12.50 7.20 1.60 162.90 
153 26F3 Ⅷ 磨製石斧 蛇紋岩 12.75 5.70 2.40 346.40 
154 25C14 Ⅶ 磨製石斧 蛇紋岩 9.40 5.50 1.90 195.70 
155 26D18 Ⅶ 磨製石斧未成品 白色細粒砂岩 12.60 5.90 2.35 281.90 
156 26D17 Ⅶ 磨製石斧未成品 蛇紋岩 14.85 6.10 3.60 429.40 
157 26D17 Ⅶ 磨製石斧未成品 蛇紋岩 11.25 5.10 2.25 200.20 
158 26D17 Ⅶ 磨製石斧未成品 蛇紋岩 10.40 4.80 2.40 161.80 
159 26D17 Ⅶ 磨製石斧未成品 蛇紋岩 6.80 3.70 1.80 76.80 
160 26F4 Ⅶ 磨製石斧未成品 蛇紋岩 4.90 4.70 1.80 72.90 
161 26D17 Ⅶ 敲石 安山岩 8.90 7.05 4.00 358.40 
162 26E16 Ⅶ スクレイパー 砂岩 7.50 11.90 2.30 253.40 
163 39F11 流路 1 河床 打製石斧 砂岩 15.25 6.95 1.90 200.20 
164 39E20 流路 1 河床 打製石斧 安山岩 12.50 7.10 2.70 244.40 
165 39D24 流路 1 河床 打製石斧 砂岩 12.60 5.70 2.00 178.50 
166 39F13 流路 1 川底 打製石斧 黒色細粒砂岩 12.60 6.60 2.50 259.70 
167 39E 撹乱 打製石斧 安山岩 16.00 8.70 2.50 388.30 
168 39E19 流路 1 河床 打製石斧 安山岩 18.00 8.30 2.65 433.70 
169 39F25 流路 1 河床 打製石斧未成品 流紋岩 21.80 12.00 3.30 819.60 
170 39F9 流路 1 河床 打製石斧未成品 安山岩 19.20 13.00 4.50 1545.00 
171 39F16 流路 1 河床 打製石斧未成品 安山岩 12.60 9.70 3.00 343.30 
172 39F3 流路 1 河床 磨製石斧 蛇紋岩 7.00 4.50 1.40 77.60 
173 39E20 流路 1 河床 磨製石斧 蛇紋岩 7.30 4.70 2.10 93.10 
174 39F12 流路 1 河床 磨製石斧 蛇紋岩 10.50 5.50 1.80 166.90 
175 39F12 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 10.50 6.40 4.00 415.40 
176 39F12 流路 1 5 磨製石斧未成品 蛇紋岩 9.40 5.90 2.50 193.40 
177 39G5 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 10.65 6.25 3.50 268.80 
178 39F25 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 9.85 9.60 4.50 548.90 
179 39E19 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 14.30 9.50 3.70 742.90 
180 39F20 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 14.65 9.00 4.40 718.90 
181 39F21 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 13.30 6.50 5.10 485.50 
182 39E18 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 12.40 10.50 4.70 803.30 
183 39E25 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 14.40 9.80 4.10 440.80 
184 39E20 流路 1 河床 磨製石斧未成品 蛇紋岩 10.10 5.10 1.85 177.00 
185 39G4 流路 1 河床 砥石 砂岩 6.20 6.50 1.20 70.60 
186 39F8 流路 1 河床 砥石 砂岩 9.00 8.60 2.20 152.40 
187 38F25 流路 1 河床 砥石 砂岩 7.50 6.80 1.30 46.80 

上層石器・石製品観察表
報告
NO.

出土位置
種別 石材

法量
備考

グリッド 遺構 層位 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（g）
415 37D21 SK575 1 勾玉 蛇紋岩 1.80 1.15 0.35 0.90 
416 38E15 流路 2 3 勾玉未成品 滑石 2.20 1.40 0.75 3.50 
417 38G25 流路 1 3 管玉 緑色凝灰岩 1.00 0.60 0.60 0.60 
418 37D4 576a 1 管玉未成品 滑石 1.30 0.70 0.75 1.10 
419 36C23 Ⅲ 管玉未成品 緑色凝灰岩 1.85 1.00 0.60 1.40 
420 38D5 流路 2 4 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.10 0.70 0.70 1.70 
421 37D13 P22 1 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.10 0.70 0.70 1.70 
422 37D18 SD576a 1 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.10 0.70 0.60 1.80 
423 39 流路 2 河床 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.80 1.10 1.00 4.00 
424 39G15 流路 1 河床 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.40 1.15 1.00 2.80 
425 36E3 Ⅲ 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.50 1.15 1.10 4.10 
426 37D21 SK575 1 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.80 1.20 0.90 2.40 
427 39G4 流路 1 5 管玉未成品 緑色凝灰岩 2.00 1.95 0.70 1.90 
428 38E5 流路 2 3 管玉未成品 緑色凝灰岩 1.50 1.20 0.65 1.20 
429 37D4 SD576a 1 棗玉未成品 滑石 1.00 0.70 0.45 0.40 
430 39E25 流路 1 2 内磨砥石 砂岩 16.60 6.50 1.80 272.80 
431 39E4 流路 1 5 内磨砥石 砂岩 19.40 9.40 1.90 338.00 
432 39E25 流路 1 2 内磨砥石 砂岩 18.35 6.90 1.90 253.30 
433 39E19 流路 1 5 内磨砥石 砂岩 18.40 7.60 1.95 316.00 
434 38H5 流路 1 河床 内磨砥石 砂岩 10.00 6.90 1.60 155.00 
435 39F5 流路 1 2 内磨砥石 砂岩 10.50 6.30 1.70 144.60 
436 39F16 流路 1 河床 内磨砥石 砂岩 6.70 6.40 1.40 88.70 
437 37D22 SK575 1 内磨砥石未成品 砂岩 13.90 8.20 2.55 318.80 
438 39E2 流路 1 4 砥石 粗粒砂岩 19.10 8.20 4.80 998.90 
439 39F19 流路 1 河床 砥石 粗粒砂岩 23.40 14.40 9.30 5510.00 
440 39F6 流路 1 河床 砥石 粗粒砂岩 15.90 12.00 6.10 1345.00 
441 37D14 Ⅲ 砥石 粗粒砂岩 8.50 6.90 4.00 231.90 
442 38G10 流路 1 河床 砥石 粗粒砂岩 10.20 6.70 1.60 192.20 
443 37E19 SD576C 1 砥石 砂岩 13.70 10.00 4.90 740.40 
444 37C18 Ⅲ 砥石 凝灰岩 7.00 1.65 1.50 25.50 
445 39E20 流路 1 2 敲石 ヒスイ 5.40 7.30 4.20 226.80 
446 38F25 流路 1 河床 敲石 蛇紋岩 3.60 7.50 3.10 241.80 
447 39E19 流路 1 河床 敲石 砂岩 15.80 9.75 4.90 1118.30 
448 37D2 37D P4 1 軽石製研磨具 軽石 4.10 4.70 4.05 12.90 
449 39D14 流路 1 河床 スクレイパー 流紋岩 6.70 7.90 2.15 93.20 
450 26E8 SD201 1 スクレイパー 砂岩 10.40 15.35 3.40 597.80 
451 37D21 Ⅰ 石錘 安山岩 17.30 6.60 4.75 742.20 
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形
透
か
し
３
～
４
単
位

2
層
3
層

21
1

SK
57
5

37
D
21

1
層

27
土
師
器

器
台

脚
部
上
部

残
×

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

21
2

SK
57
5

37
D
16

2
層

27
土
師
器

小
型
器
台

8.4
11
.5

7.1
ほ
ぼ
残

×
×

橙
に
ぶ
い
黄
橙

受
：
ヨ
コ
ナ
デ

脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ
・
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩

円
形
透
か
し
等
間
隔
で
4
単
位

21
3

SK
55
5

36
C1
9

1
層

27
土
師
器

不
明

（
5.8
）

口
縁
部

1/
2

×
×

橙
に
ぶ
い
褐

口
～
底
：
ミ
ガ
キ

口
～
底
：
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ

異
形
の
小
型
精
製
土
器

体
部

ほ
ぼ
残

底
部

1/
2

21
4

SK
56
6

37
C1
3

1
層

27
土
師
器

甕
（
16
.7）

口
縁
部

1/
5

△
×

○
褐
灰

橙
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遺 物 観 察 表

土
器
観
察
表
（
2）

報
告
N
o.

遺
構
名

グ
リッ
ド

層
位

図
版 №

種
別

器
種

法
　
量
（
cm
）

残
存
部
位

残
存
率

胎
土
中
の
鉱
物

色
調

調
整
・
文
様

彩
色
/
付
着
物
等

口
径

底
径

器
高

石
長
チ
ャ
黒

角
海

褐
白

他
外
面

内
面

外
 面

内
 面

21
5

SK
57
3

37
E8

1
層

27
土
師
器

壺
口
縁
部

小
片

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

21
6

SK
57
3

37
E8

1
層

27
土
師
器

壺
口
縁
部

小
片

×
浅
黄
橙

に
ぶ
い
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

21
7

SK
57
3

37
E8

1
層

27
土
師
器

鉢
口
縁
～
体
部
上
半

1/
12

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

外
面
と
口
縁
部
内
面
に
赤
彩

21
8

SK
57
3

37
E1
3

2
層

27
土
師
器

壺
5.4
 

底
部

残
×

△
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ミ
ガ
キ

底
：
ハ
ケ
→
ナ
デ

底
：
ナ
デ

21
9

SK
57
3

37
E8

1
層

27
土
師
器

鉢
1.6

底
部

残
×

に
ぶ
い
黄
橙

淡
橙

体
：
ナ
デ
　
底
：
ナ
デ

底
：
ナ
デ

22
0

SK
57
3

37
E7

1
層

27
土
師
器

小
型
器
台

（
12
.0）

脚
部

1/
3

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

脚
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ

円
形
透
か
し
等
間
隔
で
４
単
位
か

22
1

SK
58
1

36
D
25

1
層

27
土
師
器

甕
（
17
.8）

口
縁
部

1/
4

×
に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

22
2

SK
58
1

36
D
25

1
層

27
土
師
器

高
杯

（
17
.0）

杯
部

1/
2

×
×

浅
黄
橙

黄
橙

杯
：
ミ
ガ
キ

杯
：
ミ
ガ
キ

杯
部
内
外
面
に
赤
彩

22
3

SK
58
1

36
D
25

1
層

27
土
師
器

小
型
器
台

（
10
.1）

脚
部

1/
2

△
浅
黄
橙

橙

22
4

SD
55
7

36
C5

1
層

27
土
師
器

甕
（
15
.0）

3.7
19
.8

口
縁
部

1/
2

×
×

○
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
指
ナ
デ
・
指
オ
サ
エ
・
ナ

デ
（
棒
状
貝
）

体
：
ケ
ズ
リ

口
：
ナ
デ

体
：
ケ
ズ
リ
・
ナ
デ
・
ハ
ケ

体
部

2/
3

底
部

1/
2

22
5

SD
55
7

36
C5

1
層

27
土
師
器

壺
6.2

体
部
下
部

1/
5

△
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ナ
デ

体
：
ナ
デ

底
部

残

22
6

SD
56
8

36
E2
0

1
層

27
弥
生
土
器

高
杯

杯
部
下
部

1/
6

×
淡
黄

浅
黄
橙

杯
：
ナ
デ
・
沈
線
３
条
・
連
続

刺
突
文

杯
：
ナ
デ

22
7

SD
56
8

36
E2
0

1
層

27
土
師
器

蓋
つ
ま
み

残
×

灰
白

に
ぶ
い
黄
橙

天
井
部

小
片

22
8

SK
57
6a

37
D
13

1
層

28
土
師
器

甕
（
13
.2）

3.8
17
.1

口
縁
部

1/
4

×
△

黒
褐

灰
黄
褐

口
～
体
：
ハ
ケ

口
：
ハ
ケ

体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

体
部

1/
4

底
部

残
22
9

SD
57
6a

37
D
9

1
層

28
土
師
器

甕
口
縁
部

1/
7

×
×

橙
橙

23
0

SD
57
6a

37
D
4

1
層

28
土
師
器

甕
16
.7

口
縁
部

1/
3

△
褐

褐
灰

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

23
1

SD
57
6a

37
D
4

1
層

28
土
師
器

甕
口
縁
部

小
片

×
に
ぶ
い
褐

黒
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

23
2

SD
57
6a

37
D
9

1
層

28
土
師
器

甕
口
縁
部

小
片

△
橙

に
ぶ
い
橙

23
3

SD
57
6a

37
D
4

1
層

28
土
師
器

甕
口
縁
～
体
部
上
部

1/
7 

×
橙

橙

23
4

SK
57
6a

37
D
13

1
層

28
土
師
器

壺
10
.4

5.6
23
.6

口
縁
部

1/
8

△
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

頸
～
体
：
ハ
ケ

体
部

1/
3

底
部

残
23
5

SD
57
6a

37
D
23

1
層

28
土
師
器

壺
口
頸
部
下
部

1/
5

×
△

灰
黄

淡
黄

頸
：
ハ
ケ

頸
：
ハ
ケ

23
6

SD
57
6a

37
D
8

1
層

28
土
師
器

壺
5.8

底
部

残
×

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ミ
ガ
キ

体
：
ナ
デ

23
7

SD
57
6a

37
D
9

2
層

28
土
師
器

壺
5.9
 

底
部

残
×

×
浅
黄
橙

黒
褐

体
：
ミ
ガ
キ

体
～
底
：
ハ
ケ

23
8

SK
57
6a

39
D
13

1
層

28
土
師
器

壺
（
5.9
）

体
部
下
部
～
底
部

1/
2

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ナ
デ

23
9

SD
57
6a

37
D
19

1
層

28
土
師
器

高
杯

杯
部

1/
6

×
浅
黄
橙

褐
灰

24
0

SD
57
6a

37
D
9

1
層

28
土
師
器

高
杯

（
8.1
）

脚
部
上
部

残
△

灰
白

浅
黄

脚
：
ナ
デ

脚
：
ナ
デ

脚
部
下
部

1/
5

24
1

SK
57
6a

37
D
14

1
層

28
土
師
器

鉢
体
部

1/
5

×
×

橙
に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ミ
ガ
キ

口
：
ミ
ガ
キ

外
面
と
口
縁
部
内
面
に
赤
彩

SD
57
6a

37
D
9

2
層

24
2

SD
57
6b

37
D
24

1
層

28
土
師
器

甕
16
.7

口
縁
部

ほ
ぼ
残

△
×

○
橙

橙
口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ナ
デ

24
3

SD
57
6b

37
E4

1
層

28
土
師
器

壺
19
.0 

口
頸
部

1/
4

×
△

×
赤
褐

灰
黄
褐

口
～
頸
：
ミ
ガ
キ

口
下
端
：
キ
ザ
ミ

口
頸
部
外
面
に
赤
彩

24
4

SD
57
6b

37
E4

1
層

28
土
師
器

小
型
器
台

脚
部
上
部

残
×

×
橙

橙
脚
：
ミ
ガ
キ

24
5

SD
57
6b

37
E4

1
層

28
土
師
器

小
型
器
台

脚
部
上
部

残
×

赤
褐

浅
黄
橙

脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ
　
脚
：
ナ
デ

脚
部
外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩

24
6
SD
57
6C

37
E2
4

1
層

28
土
師
器

甕
19
.9

4.3
24
.5

口
縁
部

1/
4

×
△

×
灰
黄
褐

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

外
面
に
コ
ゲ
・
ス
ス
付
着

体
部

7/
8

37
E1
9

底
部

3/
4

24
7
SD
57
6C

37
E2
4

1
層

28
土
師
器

甕
18
.2

口
縁
部

ほ
ぼ
残

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙

口
：
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
～
体
：
ナ
デ

体
部
上
部

1/
2

24
8

SD
57
6c

37
E1
4

1
層

28
土
師
器

甕
（
15
.8）

口
縁
部

1/
5

×
褐
灰

灰
白

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

外
面
に
コ
ゲ
・
ス
ス
内
面
に
ス
ス
付
着

24
9

SD
57
6c

37
E1
9

1
層

28
土
師
器

壺
口
頸
部
下
半

1/
6

○
×

橙
橙

口
：
擬
凹
線
文

25
0

SD
57
6c

37
E1
4

1
層

28
土
師
器

壺
（
11
.0）

口
縁
部

1/
2

×
△

浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

口
：
ハ
ケ

25
1

SD
57
6c

37
E1
9

1
層

28
土
師
器

甕
4.6

体
部
下
部
～
底
部

1/
2

△
△

に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ハ
ケ

体
～
底
：
ハ
ケ
→
ナ
デ

25
2

SD
57
6c

37
E1
9

1
層

28
土
師
器

壺
体
部
下
部

残
△

×
×

赤
褐

に
ぶ
い
黄
褐

体
～
脚
：
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ

体
～
底
：
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ
　
脚
：

ナ
デ

外
面
と
体
部
内
面
に
赤
彩

25
3

SD
57
6c

37
E1
4

28
土
師
器

不
明

（
5.3
）

（
2.9
）

口
縁
部

1/
6

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

25
4

SD
57
6c

37
E9

1
層

28
土
師
器

鉢
1.8

口
縁
～
体
部

1/
5

△
△

浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ
・
ケ
ズ
リ

体
：
ナ
デ

底
部

残
25
5

SD
57
6c

37
E2
4

1
層

28
土
師
器

高
杯

杯
部

1/
7

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

杯
：
ミ
ガ
キ

杯
部
外
面
に
赤
彩
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遺 物 観 察 表

土
器
観
察
表
（
3）

報
告
N
o.

遺
構
名

グ
リッ
ド

層
位

図
版 №

種
別

器
種

法
　
量
（
cm
）

残
存
部
位

残
存
率

胎
土
中
の
鉱
物

色
調

調
整
・
文
様

彩
色
/
付
着
物
等

口
径

底
径

器
高

石
長
チ
ャ
黒

角
海

褐
白

他
外
面

内
面

外
 面

内
 面

25
6

SD
57
6c

37
E1
9

1
層

28
土
師
器

小
型
器
台

受
部

1/
9

×
×

赤
褐

浅
黄
橙

受
～
脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ

脚
：
指
ナ
デ

外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩
　

脚
部
上
部

1/
3

25
7

SD
57
6c

37
E9

1
層

28
土
師
器

小
型
器
台

受
部
下
部
～
脚
部
上
部

残
×

浅
黄
橙

橙
受
～
脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ
　
脚
：
ナ
デ

外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩

25
8

SD
57
9

37
E7

1
層

29
土
師
器

甕
口
縁
～
体
部
上
半

1/
6 

×
黒

浅
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

外
面
に
ス
ス
付
着

25
9

SD
57
9

37
F7

1
層

29
土
師
器

壺
口
縁
～
体
部
上
部

1/
4

×
△

浅
黄
橙

浅
黄
橙

26
0

SX
57
7

36
E1
8

1
層

29
弥
生
土
器

壺
口
頸
部

1/
4

×
橙

橙
26
1

P5
74

36
F7

1
層

29
弥
生
土
器

甕
27
.8

7.4
口
縁
～
体
部
上
部

1/
7

×
×

浅
黄
橙

淡
黄

26
2

P5
74

36
F7

1
層

29
弥
生
土
器

器
台

脚
部
上
部

残
×

橙
橙

26
3

37
CP
3

37
C2
3

29
土
師
器

壺
口
頸
部

1/
6

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

26
4

SK
56
8

37
D
18

1
層

29
土
師
器

壺
口
縁
～
体
部
上
部

小
片

×
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

26
5

37
D
P2
2

37
D
18

2
層

29
土
師
器

鉢
11
.6

3.0
 

6.2
口
縁
部

1/
3

×
×

褐
灰

灰
黄
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ハ
ケ
→
ナ
デ

体
：
ナ
デ

体
部

3/
4

底
部

残
26
6

37
D
P2
2

37
D
18

2
層

29
土
師
器

壺
（
12
.4）

口
頸
部

1/
5

×
×

橙
に
ぶ
い
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

26
7

37
D
P2
2

37
D
18

2
層

29
土
師
器

甕
18
.3

4.5
25
.6

口
縁
部

1/
3

×
△

△
浅
黄
橙

黒
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ナ
デ

体
部
上
半

3/
4

体
部
下
半
～
底
部

残

26
8

36
D
14

Ⅲ
層

29
土
師
器

壺
18
.7

口
縁
部

1/
9

×
×

橙
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
　
ヘ
ラ

描
沈
線
文
？

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

26
9

37
C2
3

Ⅲ
層

29
土
師
器

甕
口
縁
部

小
片

×
×

に
ぶ
い
黄
褐

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　

27
0

SK
43
3

39
C2
3

4
層

29
土
師
器

高
杯

脚
部
上
部

残
×

×
浅
黄
橙

灰
白

脚
部
外
面
に
赤
彩

27
1

SK
44
3

39
C1
6

1
層

29
土
師
器

甕
口
縁
部

1/
6

×
×

に
ぶ
い
赤
褐

に
ぶ
い
赤
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

27
2

SK
44
3

39
C1
6

1
層

29
土
師
器

壺
口
縁
部

小
片

×
×

に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ナ
デ

27
3

SD
44
1

39
C2

1
層

29
土
師
器

壺
（
7.2
）

底
部

1/
4

△
△

に
ぶ
い
黄
橙

褐
灰

体
：
ナ
デ

底
：
ケ
ズ
リ
・
ナ
デ

底
：
ナ
デ

27
4

SD
44
1

39
C2

1
層

29
土
師
器

甕
口
縁
部
～
体
部
上
部

1/
9

△
○

橙
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ナ
デ

27
5

SD
44
1

39
C2

下
層

29
土
師
器

甕
17
.2

口
縁
部

1/
5

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

27
6

SD
44
5

39
C2

2
層

29
土
師
器

甕
（
4.0
）

底
部

1/
4

×
△

褐
灰

灰
褐

体
：
ケ
ズ
リ
　
底
：
ケ
ズ
リ

体
～
底
：
ナ
デ

27
7

SD
44
5

39
C2

2
層

29
土
師
器

甕
（
14
.7）

口
縁
～
体
部
上
部

1/
7

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

褐
灰

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

27
8

SD
44
5

39
C2

2
層

29
土
師
器

甕
（
18
.1）

口
縁
部

1/
6

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

27
9

SD
44
5

39
C2

2
層

29
土
師
器

壺
（
9.9
）

口
縁
部

1/
5

△
×

△
黒
褐

褐
灰

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

28
0

SD
44
5

39
C2

2
層

29
土
師
器

小
型
器
台

脚
部
上
部

残
×

暗
赤
褐

灰
黄
褐

脚
：
ミ
ガ
キ

円
形
透
か
し
３
単
位
脚
部
外
面
と
受
部
内

面
に
赤
彩

28
1

SD
45
2

39
C2

2
層

29
土
師
器

壺
（
11
.1）

口
縁
部

1/
7

×
○

橙
灰
黄
褐

28
2

SD
45
2

39
C1
2

1
層

29
土
師
器

甕
3.6

底
部

1/
2

×
△

褐
灰

灰
黄
褐

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ナ
デ
　

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ナ
デ

28
3

SD
45
2

39
C7

1
層

29
土
師
器

壺
体
部
下
部

残
×

×
灰
黄
褐

に
ぶ
い
褐

体
～
脚
：
ハ
ケ

体
～
底
：
ハ
ケ

脚
：
ナ
デ

片
口
壺
か

脚
部
上
部

1/
2

28
4

P4
27

39
C1
7

1
層

29
土
師
器

甕
4.3

底
部

残
△

△
黒
褐

褐
灰

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ナ
デ
　

底
：
ナ
デ

28
5

P4
28

39
C1
8

2
層

29
土
師
器

甕
（
17
.8）

口
縁
部

1/
6

△
×

灰
黄
褐

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
→
ヨ
コ

ナ
デ

28
6

P4
28

39
C1
8

2
層

29
土
師
器

甕
3.3

体
部
下
部

1/
8

△
○

灰
黄
褐

黒
褐

体
：
ハ
ケ
・
ケ
ズ
リ

底
：
ナ
デ

体
～
底
：
ハ
ケ

底
部

残

28
7

P4
28

39
C1
8

1
層

29
土
師
器

壺
9.2

口
縁
～
体
部
上
半

1/
2

×
×

○
浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

口
：
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ナ
デ

外
面
と
口
唇
部
内
面
に
赤
彩

SD
44
5

39
C2
5

2
層

SD
44
5

39
C2

2
層

28
8

流
路
1

39
E2
0

河
床

29
弥
生
土
器

甕
口
縁
部

小
片

×
灰
黄
褐

灰
黄
褐

口
：
ハ
ケ
（
タ
テ
方
向
）

口
：
ハ
ケ
（
ヨ
コ
方
向
）・
キ

ザ
ミ
（
ヘ
ラ
状
工
具
）

28
9

流
路
1

38
G1
5

河
床

29
弥
生
土
器

甕
口
縁
部

小
片

×
灰
黄
褐

黒
褐

口
端
：
斜
行
沈
線

口
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

口
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

29
0

流
路
１

39
F2
0

5
層

29
弥
生
土
器

甕
口
縁
部

1/
7

×
△

褐
に
ぶ
い
橙

口
～
頸
：
ナ
デ

口
～
頸
：
ナ
デ

29
1

流
路
1

39
F1
7

河
床

29
弥
生
土
器

甕
（
17
.6）

口
縁
部

1/
6

×
×

橙
に
ぶ
い
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

29
2

流
路
1

38
F1
0

2
層

29
弥
生
土
器

甕
14
.1

6.3
口
縁
～
体
部
上
部

1/
9

△
×

○
に
ぶ
い
橙

橙
口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
～
体
：
ナ
デ

29
3

流
路
1

39
F1
3

2
層

30
弥
生
土
器

壺
口
頸
部

1/
6

×
×

浅
黄
橙

褐
灰

口
：
擬
凹
線
文
・
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ナ
デ

29
4

流
路
1

39
F1
9

4
層

30
弥
生
土
器

壺
口
縁
～
体
部
上
部

1/
4

△
に
ぶ
い
橙

橙
口
：
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

29
5

流
路
1

39
F5

4
層

30
弥
生
土
器

壺
口
縁
部

1/
6

△
橙

に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

体
：
ハ
ケ

体
部
上
半

1/
4

29
6

流
路
1

39
D
19

5
層

30
弥
生
土
器

壺
（
12
.7）

口
頸
部

1/
4

×
△

×
に
ぶ
い
橙

褐
灰

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

29
7

流
路
1

39
F2

河
床

30
弥
生
土
器

壺
口
頸
部

1/
5

×
×

灰
黄
褐

褐
灰

口
：
ミ
ガ
キ

口
：
ミ
ガ
キ

29
8

流
路
1

39
F1
5

河
床

30
弥
生
土
器

壺
4.4

体
部
下
部

1/
8

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

体
：
ナ
デ

体
～
底
：
ナ
デ

底
部

残
×

△
29
9

流
路
1

39
F1
9

4
層

30
弥
生
土
器

壺
口
頸
部

1/
7

×
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ナ
デ

30
0

流
路
1

38
H
5

1
層

30
弥
生
土
器
高
杯
or
器
台

脚
部

1/
3

△
×

浅
黄
橙

褐
灰
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遺 物 観 察 表

土
器
観
察
表
（
4）

報
告
N
o.

遺
構
名

グ
リッ
ド

層
位

図
版 №

種
別

器
種

法
　
量
（
cm
）

残
存
部
位

残
存
率

胎
土
中
の
鉱
物

色
調

調
整
・
文
様

彩
色
/
付
着
物
等

口
径

底
径

器
高

石
長
チ
ャ
黒

角
海

褐
白

他
外
面

内
面

外
 面

内
 面

30
1

流
路
１

38
G1
0

河
床

30
土
師
器

甕
16
.6

口
縁
～
体
部

1/
2

△
×

褐
灰

褐
灰

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

30
2

流
路
１

38
F2
5

河
床

30
土
師
器

甕
12
.2

5.6
16
.4

口
縁
部

2/
3

△
△

黒
褐

黒
褐

口
～
体
：
ハ
ケ

口
：
ハ
ケ
　
体
ナ
デ

底
：
指
ナ
デ

体
部
～
底
部

残

30
3

流
路
1

39
F2
2

5
層

30
土
師
器

甕
24
.0

口
縁
～
体
部
上
部

1/
6

△
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

30
4

流
路
1

39
F2
3

3
層

30
土
師
器

甕
（
13
.9）

口
縁
部

1/
5

×
×

に
ぶ
い
橙

灰
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

30
5

流
路
1

38
F2
0

2
層

30
土
師
器

甕
口
縁
部

1/
7

×
浅
黄
橙

浅
黄
橙

30
6

流
路
1

39
F1
1

5
層

30
土
師
器

甕
（
16
.8）

口
縁
部

1/
3

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

橙
口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

30
7

流
路
1

39
F1
6

河
床

30
土
師
器

甕
（
18
.8）

口
縁
～
体
部
上
部

1/
4

×
×

黒
褐

に
ぶ
い
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

30
8

流
路
1

39
E1
0

河
床

30
土
師
器

甕
18
.0 

口
縁
～
体
部

1/
4

×
△

橙
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

39
F2
1

3
層

30
9

流
路
1

39
F1
2

5
層

30
土
師
器

甕
（
15
.8）

口
縁
～
体
部
上
半

1/
12

△
×

浅
黄
橙

橙
口
～
体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

口
～
体
：
ハ
ケ

31
0

流
路
1

39
F1
9

4
層

30
土
師
器

甕
17
.0 

口
縁
～
体
部
上
部

1/
5

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

口
～
体
：
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ

31
1

流
路
1

39
F1
2

5
層

30
土
師
器

甕
（
18
.4）

口
縁
部

1/
6

×
に
ぶ
い
褐

橙
口
：
ヨ
コ
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

31
2

流
路
１

39
E2
2

4
層

30
土
師
器

壺
（
13
.0）

口
縁
部

1/
5

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
頸
：
ミ
ガ
キ
　

口
～
頸
：
ミ
ガ
キ

口
頸
部
内
外
面
に
赤
彩

31
3

流
路
１

38
F1
5

3
層

30
土
師
器

壺
16
.4

口
頸
部

ほ
ぼ
残

△
×

浅
黄
橙

橙
口
～
頸
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ
　

体
：
ハ
ケ

口
～
頸
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
　

体
：
指
ナ
デ
・
ハ
ケ

39
G1
6

河
床

体
部

1/
2

31
4

流
路
１

38
G1
0

河
床

30
土
師
器

壺
7.6

1.4
8.3

ほ
ぼ
残

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ミ
ガ
キ
　

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

体
～
底
：
ナ
デ

31
5

流
路
1

39
F2
4

フ
ク
土

30
土
師
器

鉢
2

5.6
（
2.0
）

口
縁
～
体
部

1/
2

×
×

橙
に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
指
ナ
デ
・
指
オ
サ
エ

底
：
ハ
ケ

口
～
底
：
ミ
ガ
キ

底
部

残

31
6

流
路
1

39
G4

5
層

30
土
師
器

鉢
4.8

2.5
残

×
×

橙
橙

口
～
体
：
指
ナ
デ
・
指
オ
サ
エ

底
：
ナ
デ

口
～
底
：
ナ
デ
・
指
オ
サ
エ

31
7

流
路
１

39
F2
5

河
床

30
土
師
器

鉢
5.2

4.5
2.4

口
縁
～
体
部

3/
4

×
×

黄
橙

明
褐

口
～
体
：
指
オ
サ
エ

口
～
底
：
ナ
デ

底
部

残

31
8

流
路
1

39
F2
4

河
床

31
土
師
器

壺
口
縁
部

1/
4

△
×

に
ぶ
い
黄
橙

褐
灰

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ

体
：
ハ
ケ

39
F1
5

39
F4

体
部

7/
8

31
9

流
路
１

39
F1
6

河
床

31
土
師
器

壺
12
.6

口
縁
～
体
部
上
部

残
△

浅
黄
橙

橙
口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ナ
デ

32
0

流
路
１

38
F1
5

2
層

31
土
師
器

壺
6.4

13
.4

体
部

1/
2

×
△

黒
褐

に
ぶ
い
橙

体
：
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ

底
：
ミ
ガ
キ

体
～
底
：
ハ
ケ

38
F1
1

4
層

39
F1
6

河
床

38
G1
0

河
床

底
部

残
38
G2
0

河
床

38
G1
5

河
床

38
G2
5

河
床

32
1

流
路
1

39
F1
2

河
床

31
土
師
器

壺
（
6.7
）

体
部
下
部

1/
3

×
△

に
ぶ
い
橙

灰
白

体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

底
：
ナ
デ

体
～
底
：
ハ
ケ

底
部

残
32
2

流
路
1

38
F2
5

河
床

31
土
師
器

壺
6.5

底
部

残
△

×
褐

褐
体
：
ナ
デ
　
底
：
ナ
デ

体
～
底
：
ハ
ケ
→
ナ
デ

底
部
中
央
に
焼
成
前
穿
孔

32
3

流
路
１

39
E2
3

河
床

31
土
師
器

壺
頸
部

1/
3

×
×

褐
灰

浅
黄
橙

口
：
ハ
ケ

体
：
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

口
：
ミ
ガ
キ
・
ケ
ズ
リ

体
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

口
縁
部
～
体
部
上
半
外
面
と
体
部
下
半
内

面
に
ス
ス
・
コ
ゲ
付
着

39
F3

河
床

体
部

ほ
ぼ
残

39
E2
3

5
層

底
部

小
片

32
4

流
路
１

39
E2
0

河
床

30
土
師
器

鉢
口
縁
～
体
部

1/
9

△
×

に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
褐

口
～
体
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

39
F5

4
層

39
F1
9

4
層

32
5

流
路
１

39
E2
4

河
床

30
土
師
器

椀
口
縁
～
体
部

1/
2 

×
△

×
暗
灰

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ナ
デ

口
～
体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

39
F1
9

4
層

32
6

流
路
１

39
F6

4
層

31
土
師
器

鉢
（
9.9
）

0.8
5.7

口
縁

1/
9

×
×

橙
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
～
底
：
ナ
デ

体
部

1/
2

底
部

残
32
7

流
路
1

39
F1
2

河
床

31
土
師
器

高
杯

11
.3

脚
部

2/
3

×
に
ぶ
い
黄
橙

褐
灰

脚
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

円
形
透
か
し
等
間
隔
で
３
単
位

32
8

流
路
1

39
F1
2

河
床

31
土
師
器

高
杯

脚
部
上
部

残
×

に
ぶ
い
黄
橙

褐
灰

脚
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ
・
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

脚
部
外
面
と
杯
部
内
面
に
赤
彩

円
形
透
か
し
２
個
１
組
、
対
で
２
単
位

脚
部
下
部

1/
4

32
9

流
路
１

39
F2
5

河
床

31
土
師
器

高
杯

脚
部
上
部

残
×

に
ぶ
い
橙

33
0

流
路
１

39
E2
0

河
床

31
土
師
器

高
杯

杯
部
下
部

2/
3

×
×

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

杯
：
ミ
ガ
キ

杯
：
ミ
ガ
キ

33
1

流
路
１

39
F1
3

河
床

31
土
師
器

高
杯

（
13
.8）

脚
部
上
部

残
×

×
△

黒
褐

黒
褐

脚
：
ミ
ガ
キ
・
ヨ
コ
ナ
デ

脚
：
ナ
デ

39
F1
3

脚
部
下
部

1/
8

33
2

流
路
１

39
E4

5
層

31
土
師
器

高
杯

12
.8

脚
部
下
部

1/
4

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

脚
：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

33
3

流
路
１

39
D
19

フ
ク
土

31
土
師
器

高
杯

脚
部
上
半

残
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

脚
：
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

脚
：
ハ
ケ
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土
器
観
察
表
（
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報
告
N
o.

遺
構
名

グ
リッ
ド

層
位

図
版 №

種
別

器
種

法
　
量
（
cm
）

残
存
部
位

残
存
率

胎
土
中
の
鉱
物

色
調

調
整
・
文
様

彩
色
/
付
着
物
等

口
径

底
径

器
高

石
長
チ
ャ
黒

角
海

褐
白

他
外
面

内
面

外
 面

内
 面

33
4

流
路
１

39
D
25

フ
ク
土

31
土
師
器

高
杯

脚
部
上
部

残
×

×
橙

橙
脚
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ

33
5

流
路
１

39
F1
6

河
床

31
土
師
器

小
型
器
台
（
8.0
）

受
部

1/
4

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

受
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ

外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩

脚
部
上
部

残

33
6

流
路
１

39
E3

2
層

31
土
師
器

小
型
器
台

受
部
下
部
～
脚
部
上
部

残
×

橙
に
ぶ
い
黄
橙

脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ
・
ハ
ケ

外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩

33
7

流
路
１

38
F1
5

4
層

31
土
師
器

小
型
器
台

脚
部
上
部

△
×

に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
褐

脚
：
ミ
ガ
キ

受
：
ミ
ガ
キ
　
脚
：
ハ
ケ

脚
部
外
面
と
受
部
内
面
に
赤
彩
　

33
8

39
C1
9

Ⅲ
b
層

31
土
師
器

小
型
器
台

11
.4

脚
部

ほ
ぼ
残

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

脚
：
ミ
ガ
キ

脚
：
ナ
デ

脚
部
外
面
に
赤
彩

円
形
透
か
し
不
等
間
隔
で
３
単
位

33
9

流
路
１

38
G2
5

3
層

31
土
師
器

高
杯

9.8
脚
部

2/
3

×
△

浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

脚
：
ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ

受
：
ミ
ガ
キ
　
脚
：
ナ
デ

受
部
内
面
に
黒
色
処
理

34
0

流
路
１

39
F1
6

2a
層

31
土
師
器

23
.4

9.0
 

29
.15

ほ
ぼ
残

×
×

浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
～
底
：
ハ
ケ

外
面
に
ス
ス
付
着

34
1

流
路
１

39
E1
9

河
床

31
土
師
器

甑
口
縁
～
体
部
上
部

1/
5

×
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ

34
2

流
路
１

39
F2
1

2
層

31
土
師
器

甑
口
縁
～
体
部
上
半

1/
2

×
×

△
浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
～
体
：
ハ
ケ

39
F1
7

2
層

38
F1
7

2
層

34
3

流
路
１

39
E2
3

5
層

31
土
師
器

甕
（
9.1
）

体
部
下
部
～
底
部

1/
4

×
×

黒
褐

灰
黄
褐

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ハ
ケ
→
ナ
デ

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ハ
ケ
→
ナ
デ

34
4

流
路
１

39
E1
5

河
床

32
土
師
器

壺
14
.6

口
縁
～
体
部
上
部

1/
2

×
×

浅
黄
橙

灰
黄
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
ハ
ケ

38
F1
5

3
層

39
F1
6

2a
層

34
5

流
路
１

39
D
19

2
層

32
土
師
器

壺
16
.4

口
縁
～
体
部
上
部

1/
4

×
×

橙
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ

体
：
ハ
ケ

34
6

流
路
１

39
F3

河
床

32
土
師
器

壺
13
.2

8.1
 

22
.8

口
縁
部

1/
2

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

黒
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ
・

ミ
ガ
キ
　
底
：
ナ
デ

口
：
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：

ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ
　
底
：
ミ
ガ
キ

体
部
～
底
部

残

34
7

流
路
１

39
F3

河
床

32
土
師
器

壺
（
14
.6）

（
15
.8）

口
縁
～
体
部

1/
6

×
×

灰
褐

灰
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ

39
E2
3

4
層

34
8

流
路
１

39
G1
4

河
床

32
土
師
器

甕
（
鉢
）

16
.4

口
縁
～
体
部

2/
3

×
×

×
橙

明
褐
灰

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ
・
ミ
ガ
キ

39
F1
5

5
層

39
G4

5
層

39
F4

5
層

39
F4

河
床

38
G1
0

河
床

34
9

流
路
１

39
E2
0

河
床

32
土
師
器

鉢
口
縁
～
体
部

1/
5

△
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ミ
ガ
キ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ミ
ガ
キ

39
F1
9

1
層

35
0

流
路
1

39
F1
6

4
層

32
土
師
器

鉢
11
.3

8.8
 

11
.3

ほ
ぼ
残

△
×

○
橙

浅
黄
橙

口
：
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

体
：
ハ
ケ
　
底
：
ナ
デ

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
：
ハ
ケ
　

底
：
ナ
デ

35
1

流
路
１

39
F2

河
床

32
土
師
器

鉢
（
10
.5）

口
縁
～
体
部
上
半

1/
4

×
△

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ナ
デ
・
ハ
ケ
・
ミ
ガ

キ
口
～
体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

39
F2

2
層

39
F3

3
層

35
2

流
路
１

39
F1
9

4
層

32
土
師
器

鉢
12
.4

6.4
5.5

口
縁
部

1/
5

×
△

に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙

口
～
体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

底
：
ナ
デ

口
～
体
：
ハ
ケ
・
ナ
デ

39
E2
4

河
床

39
G3

5
層

体
部
～
底
部

1/
3

39
F4

5
層

35
3

流
路
１

39
E1
8

4
層

32
土
師
器

鉢
14
.1

（
6.4
）

6.4
口
縁
～
底
部

3/
4

×
×

△
浅
黄
橙

に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

口
～
体
：
ミ
ガ
キ

39
E2
3

河
床

39
E2
5

河
床

39
E4

5
層

35
4

流
路
１

39
G7

河
床

32
土
師
器

鉢
13
.3

6.1
口
縁
～
底
部

3/
4

×
△

浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
～
体
：
ナ
デ
　
底
：
ナ
デ

口
～
底
：
ハ
ケ

39
G2

35
5

流
路
1

39
E5

32
土
師
器

無
台
椀

11
.9

6.5
3.1

ほ
ぼ
残

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

35
6

流
路
１

38
F1
0

1
層

32
土
師
器

無
台
椀

6.6
体
部
～
底
部

2/
3

×
×

橙
橙

体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ロ
ク
ロ
ケ

ズ
リ
　
底
：
回
転
糸
切
り

体
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

35
7

流
路
1

39
F1
6

河
床

32
須
恵
器

高
杯

10
.3

9.8
18
.6

ほ
ぼ
残

×
灰
白

灰
杯
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
　
脚
：
カ
キ

目
・
沈
線
２
条
・
ロ
ク
ロ
ナ
デ

杯
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

脚
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

脚
部
に
長
方
形
透
か
し
三
方
に
２
段

35
8

流
路
１

39
F2
1

3
層

32
須
恵
器

甕
3.6

口
縁
部

小
片

△
オ
リ
ー
ブ
灰

オ
リ
ー
ブ
灰

口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
櫛
描
波
状
文

口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
端
部
～
口
縁
部
内
面
に
自
然
釉
か
か
る

35
9

流
路
1

39
G2
1

2
層

32
須
恵
器

杯
蓋

17
.0 

天
井
部
～
体
部

残
×

青
灰

青
灰

天
：
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

体
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
直
線

ナ
デ
　
体
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
縁
部

2/
3

36
0

流
路
１

38
F2
4

3
層

32
須
恵
器

杯
蓋

17
.2

天
井
～
口
縁

1/
4

×
灰

灰
白

天
：
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

体
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
F2
0

2
層

36
1

流
路
1

38
G1
0

河
床

32
須
恵
器

杯
蓋

（
15
.5）

体
部
～
口
縁
部

1/
3

×
灰
白

灰
白

天
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
　

体
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
直
線

ナ
デ
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報
告
N
o.

遺
構
名

グ
リッ
ド

層
位

図
版 №

種
別

器
種

法
　
量
（
cm
）

残
存
部
位

残
存
率

胎
土
中
の
鉱
物

色
調

調
整
・
文
様

彩
色
/
付
着
物
等

口
径

底
径

器
高

石
長
チ
ャ
黒

角
海

褐
白

他
外
面

内
面

外
 面

内
 面

36
2

流
路
1

39
G9

2
層

32
須
恵
器

杯
蓋

13
.0 

2.9
つ
ま
み

残
×

灰
白

灰
白

天
：
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

体
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
～
口
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
井
～
口
縁

1/
3

36
3

流
路
1

39
G5

5
層

32
須
恵
器

有
台
杯

18
.4

11
.9

4.9

口
縁
～
体
部

3/
4

×
灰
白

灰
黄

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り
・
ロ
ク
ロ

ナ
デ

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
部
内
面
墨
痕

39
G3

5
層

39
F1
5

河
床

39
E2
5

河
床

底
部

残
39
F1
4

河
床

39
F2
0

河
床

36
4

流
路
１

39
F2
5

河
床

32
須
恵
器

有
台
杯

（
16
.7）

11
.6

4.4
口
縁
～
底
部

1/
4

×
灰
白

淡
黄

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
直
線
ナ
デ

36
5

流
路
1

39
D
5

2
層

32
須
恵
器

有
台
杯

16
.9

11
.2

4.4
口
縁
～
体
部

小
片

△
灰

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
E7

39
D
10

39
D
14

2a
層

底
部

2/
3

36
6

流
路
1

39
E1
5

河
床

32
須
恵
器

有
台
杯

（
15
.5）

（
10
）

4.6
口
縁
～
底
部

1/
9

×
灰

灰
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
外
面
「
□
□
」

36
7

流
路
１

38
F2
0

Ⅱ
層

33
須
恵
器

有
台
杯

14
.8

11
.3

4
口
縁
～
体
部

1/
3

△
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
F1
3

2
層

39
F4

5
層

底
部

ほ
ぼ
残

36
8

流
路
1

39
E2
3

河
床

33
須
恵
器

有
台
杯

14
.9

10
.7

4.4
口
縁
部

1/
5

△
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
F3

39
F2
2

39
F2
3

体
部
～
底
部

残
39
G3

36
9

流
路
１

39
G4

河
床

33
須
恵
器

有
台
杯

13
.8

10
.2

4.6
ほ
ぼ
残

△
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

37
0

流
路
１

39
E2
3

河
床

33
須
恵
器

有
台
杯

14
.6

10
.7

4.7

口
縁
～
体
部

3/
4

×
△

灰
灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
直
線
ナ
デ

39
D
24

2
層

39
F1
5

河
床

39
F1
8

河
床

底
部

4/
5

39
G8

2
層

39
F2

2
層

37
1

流
路
１

39
G4

河
床

33
須
恵
器

有
台
杯

14
.1

9.5
5.1

口
縁
～
体
部

×
灰

灰
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り
・
ロ
ク
ロ

ナ
デ

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
E2
3

39
E1
8

底
部

残

37
2

流
路
１

38
G2
5

3
層

33
須
恵
器

有
台
杯

（
11
.8）

（
7.7
）

3.8
口
縁
部

1/
9

△
青
灰

灰
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

体
部
～
底
部

1/
3

37
3

流
路
1

39
H
5

33
須
恵
器

有
台
杯

10
.5

7.1
4

口
縁
～
体
部

底
部

1/
4

ほ
ぼ
残

×
青
灰

青
灰

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
外
面
に
渦
巻
き
文

38
H
5

1・
2
層

38
H
5

2
層

底
部

ほ
ぼ
残

37
4

流
路
1

39
G5

河
床

33
須
恵
器

有
台
杯

（
11
.6）

8.5
3.9

口
縁
～
体
部

1/
4

△
暗
青
灰

赤
黒

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
外
面
「
□
」

底
部

残

37
5

流
路
１

39
E2
4

河
床

33
須
恵
器

無
台
杯

（
12
.8）

（
8.4
）

3.7
口
縁
～
体
部

1/
7

△
灰

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
部

1/
2

37
6

流
路
１

38
G2
5

3
層

33
須
恵
器

無
台
杯

（
12
.9）

（
9）

（
3.5
）

口
縁
～
体
部

底
部

1/
6
2/
3

△
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
F2
5

2
層

37
7

流
路
１

39
E2
4

河
床

33
須
恵
器

無
台
杯

（
13
.4）

（
8.2
）
（
3.7
）

口
縁
～
体
部

4/
5

灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
部

残
×

37
8

流
路
1

39
G3

5
層

33
須
恵
器

無
台
杯

12
.4

9.1
3.9

ほ
ぼ
残

×
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
G2

3
層

37
9

流
路
１

39
F1
5

河
床

33
須
恵
器

無
台
杯

（
12
.2）

（
9.6
）
（
3.8
）

口
縁
～
底
部

1/
3

×
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
0

流
路
１

38
G2
5

3
層

33
須
恵
器

無
台
杯

（
12
.4）

（
8.8
）
（
3.5
）

口
縁
～
底
部

1/
3

×
△

灰
灰

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
1

流
路
１

39
E3

2
層

33
須
恵
器

無
台
杯

11
.4

3.5
7.7

口
縁
部

3/
4

×
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
D
24

２
層

39
E1
3

河
床

体
部
～
底
部

ほ
ぼ
残

38
2

流
路
１

39
F2
4

河
床

33
須
恵
器

無
台
杯

12
.0 

8.9
3.7

口
縁
～
底
部

1/
3

×
×

灰
灰

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
3

流
路
1

39
E8

3
層

33
須
恵
器

無
台
杯

7
体
部
下
部
～
底
部

残
×

灰
白

灰
白

体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り
→
直
線
ナ
デ

体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
直
線
ナ
デ

38
4

流
路
１

39
G8

河
床

33
須
恵
器

無
台
杯

6.2
底
部

ほ
ぼ
残

×
灰

灰
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
5

流
路
1

39
E1
2

2
層

33
須
恵
器

無
台
杯

12
.0 

3
口
縁
～
底
部

1/
2

×
灰

灰
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
6

流
路
1

39
E1
3

3
層

33
須
恵
器

無
台
杯

12
.4

7.4
3.3

口
縁
～
体
部

1/
7

×
灰
白

灰
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
外
面
「
継
人
」

底
部

残
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遺 物 観 察 表

土
器
観
察
表
（
7）

報
告
N
o.

遺
構
名

グ
リッ
ド

層
位

図
版 №

種
別

器
種

法
　
量
（
cm
）

残
存
部
位

残
存
率

胎
土
中
の
鉱
物

色
調

調
整
・
文
様

彩
色
/
付
着
物
等

口
径

底
径

器
高

石
長
チ
ャ
黒

角
海

褐
白

他
外
面

内
面

外
 面

内
 面

38
7

流
路
1

39
F3

河
床

33
須
恵
器

無
台
杯

13
.2

8.3
3.6

口
縁
～
体
部

2/
3

×
灰

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
外
面
「
継
人
」

底
部

4/
5

38
8

流
路
2

39
C2
5

3
層

33
須
恵
器

杯
蓋

つ
ま
み

残
×

灰
灰

天
：
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
：
指
オ
サ
エ

体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

外
面
に
自
然
釉
か
か
る

天
井
部
～
体
部

2/
3

38
9

流
路
２

38
D
10

河
床

33
土
師
器

無
台
椀

14
.9

6.1
5.1

口
縁
～
体
部

1/
3

×
△

橙
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
体
部
外
面
「
□
」
即
天
文
字
「
天
」

か
38
D
5

3
層

38
D
5

河
床

底
部

2/
3

39
0

流
路
２

39
D

3
層

33
土
師
器

無
台
椀

13
.0 

6.4
3.6

口
縁
～
底
部

1/
2

△
×

橙
に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
1

流
路
２

39
D

3
層

33
土
師
器

無
台
椀

13
.2

6.8
3.7

口
縁
～
体
部

1/
2

×
×

×
橙

橙
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
部

4/
5

39
2

流
路
２

38
C1
5

3
層

33
土
師
器

無
台
椀

12
.8

6.9
4.1

口
縁
～
体
部

2/
3

×
灰
白

灰
黄

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
内
面
「
久
」

39
D

3
層

底
部

残

39
3

流
路
２

39
D

3
層

33
土
師
器

無
台
椀

11
.6

5.6
4.4

口
縁
部

1/
12

×
×

浅
黄
橙

に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書
：
底
部
内
面
「
久
」

38
C2
5

3
層

38
D
5

3
層

38
C1
5

3
層

体
部
～
底
部

残
38
E1
0

3
層

39
4

流
路
２

38
D

3
層

34
土
師
器

無
台
椀

（
12
.8）

5.6
4.7

口
縁
～
体
部

1/
9

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
D
5

3
層

39
D

3
層

底
部

残

39
5

流
路
２

38
C2
5

3
層

34
土
師
器

無
台
椀

12
.1

5.4
4.3
5

口
縁
～
体
部

2/
3

×
×

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

39
D

3
層

底
部

残

39
6

流
路
２

39
D

3
層

34
土
師
器

無
台
椀

11
.6

5.4
4.3

口
縁
部

1/
12

×
橙

橙
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
C1
0

3
層

38
D
5

3
層

体
部

1/
4

38
C2
0

3
層

底
部

残

39
7

流
路
２

39
E1
5

3
層

34
土
師
器

無
台
椀

11
.8

5.7
4.0
 

口
縁
～
体
部

1/
3

△
浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
部

1/
2

39
8

流
路
２

38
C1
5

3
層

34
土
師
器

無
台
椀

11
.6

4.8
4.0
 

口
縁
～
体
部

1/
4

×
橙

に
ぶ
い
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
D
5

3
層

39
D

3
層

底
部

ほ
ぼ
残

39
9

流
路
２

38
D
25

床
直

34
土
師
器

無
台
椀

（
12
.1）

5.2
4.1

口
縁
～
体
部

1/
5

×
浅
黄
橙

浅
黄
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
E1
0

3
層

38
E1
5

3
層

38
D
15

床
直

底
部

残
39
D

床
直

40
0

流
路
２

38
C5

3
層

34
土
師
器

無
台
椀

12
.6

6.4
4.3

1/
2

×
△

×
橙

橙
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

40
1

流
路
２

38
E1
5

2
層

34
土
師
器

無
台
椀

5.2
体
部
下
部
～
底
部

残
×

黄
橙

橙
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

体
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

40
2

39
C

Ⅲ
b
層

34
土
師
器

無
台
椀

5.6
口
縁
～
体
部

1/
9

×
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
C

Ⅲ
b
層

39
C1
9

Ⅲ
b
層

底
部

残

40
3

39
E6

Ⅲ
a
層

34
土
師
器

無
台
椀

11
.7

5.6
4.0
 

ほ
ぼ
残

×
×

浅
黄
橙

橙
口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

40
4

流
路
２

39
D

3
層

34
土
師
器

甕
口
縁
部

1/
7

△
△

黒
に
ぶ
い
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

40
5

流
路
２

39
D

3
層

34
土
師
器

甕
（
18
.9）

口
縁
部

1/
6

×
△

○
橙

浅
黄
橙

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

40
6

流
路
2

39
D

3
層

34
土
師
器

壺
（
13
.9）

口
縁
部

1/
5

△
×

△
浅
黄
橙

灰
黄
褐

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　

口
：
ヨ
コ
ナ
デ

40
7

流
路
２

39
D

3
層

34
土
師
器

高
杯

杯
部
下
部

残
×

橙
橙

40
8

44
C

7
層

34
土
師
器

壺
19
.5

口
縁
部

3/
4

×
体
部
上
部

1/
4

橙
橙

口
：
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ

頸
～
体
：
ミ
ガ
キ

口
～
頸
：
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ

体
：
ハ
ケ

40
9

26
D

Ⅲ
層

34
珠
洲
焼

鉢
口
縁
部

小
片

青
灰

青
灰

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
端
：
波
状
文

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
卸
目

9
条
1
単
位
か

41
0

25
D

Ⅲ
層

34
青
磁

皿
4.8

体
部
下
部
～
底
部

1/
3

×
緑
灰

緑
灰

外
面
と
底
部
内
面
に
緑
釉
が
か
か
る

41
1

25
D

Ⅲ
層

34
瀬
戸
美
濃

皿
（
10
.3）

5.1
2.2

口
縁
～
底
部

1/
2

×
灰
白

灰
白

口
～
体
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

底
：
回
転
糸
切
り

口
～
底
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

口
縁
部
内
外
面
に
灰
釉
が
か
か
る
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木製品観察表
報告
№ 資料名 分類 分類２

出土位置 （現存）法量（㎝）
木取り 樹種 備考 分析

№グリッド 遺構№ 層位 長さ 最大幅口径 厚さ
452 柄 農具 39F2 流路 1 54.5 5.5 3.0 削出丸棒 スギ 先端部を角状に加工 6
453 大足 農具 大足 39F8 流路 1 3 層 （42.4） 6.7 2.0 板目 スギ 97
454 ヘラ 器具 工具 39D5 流路 1 3 層 66.0 6.2 1.2 柾目 スギ 27
455 皿 容器 挽き物 39 流路 2 3 層河床 1.7 横木取り ケヤキ 102
456 槽 容器 刳り物 39F12 流路 1 4 層 22.0 内刳り スギ 7
457 大型槽 容器 刳り物 D9・10 流路 1 3 層 44.2 内刳り ヒノキ科 内面にチョウナ痕 68
458 槽 容器 刳り物 39E15 流路 1 2 層 99.5 13.3 10.6 内刳り スギ 34
459 槽 容器 刳り物 39D5 流路 1 3 層 （47.5） （33.5）（12.5） 内刳り スギ 古墳時代　木目が粗い 44
460 槽未成品 容器 刳り物 39F23 流路 1 5 層 （37.8） （9.4） （6.0） 内刳り スギ チョウナ痕 40
461 槽 容器 刳り物 39F16 流路 1 3 層 18.0 12.2 18.5 外刳り スギ 74
462 槽 容器 刳り物 39F14 流路 1 3 層 29.5 24.0 12.0 内刳り スギ 51
463 槽 容器 刳り物 39F24 流路 1 河床 （54.7） （11.0） （5.3）底面が板目 スギ 表面炭化 14
464 槽 容器 刳り物 39D5 流路 1 3 層 60.0 26.3 12.0 底面が柾目 スギ 9
465 長円形槽 容器 刳り物 39D15 流路 1 3 層 （53.5） 14.5 8.3 内刳り スギ 10
466 槽 容器 刳り物 39E9 流路 1 32.4 20.7 4.3 内刳り スギ 11
467 槽 容器 刳り物 39E4 流路 1 5 層 35.0 11.0 6.0 柾目 スギ 99

468 曲物 容器 曲物 39E14 流路 1 3 層 32.0 5.0 底板 : 柾目 スギ 103側板 : 柾目 スギ

469 曲物 容器 曲物 39E14 流路 1 3 層 18.2 2.1 底板 : 柾目 スギ 94側板 : 柾目 スギ

470 曲物 容器 曲物 39G15 流路 1 2 層 12.0 3.3 底板 : 柾目 スギ 95側板 : 柾目 スギ

471 曲物 容器 曲物 39E18 流路 1 河床 12.5 1.5 底板 : 柾目 スギ 85側板 : 柾目 スギ

472 曲物 容器 曲物 39G13 流路 1 2 層 12.2 3.9 底板 : 柾目 スギ 86側板 : 柾目 スギ

473 曲物 容器 曲物 39G15 流路 1 3 層 16.8 5.0 底板 : 板目 スギ 107側板 : 柾目 スギ
474 曲物底板 容器 曲物 39G12 流路 1 3 層 （30.0） 0.8 柾目 スギ 82
475 曲物底板 容器 曲物 39E9 流路 1 2 層 15.4 1.1 柾目 スギ 87
476 曲物底板 容器 曲物 41A 流路 1 16.4 0.9 柾目 スギ 84
477 曲物底板 容器 曲物 39E23 流路 1 3 層 16.9 1.1 柾目 スギ 88
478 曲物底板 容器 曲物 38H5 流路 1 3 層 （17.1） 1.0 柾目 スギ 83
479 曲物底板 容器 曲物 39G1 流路 1 3 層 17.8 0.8 柾目 スギ 76
480 曲物底板 容器 曲物 39F9 流路 1 3 層 12.2 0.6 柾目 スギ 89
481 曲物底板 容器 曲物 39G5 流路 1 河床 10.6 0.7 柾目 スギ 91
482 曲物底板 容器 曲物 39E14 流路 1 3 層 11.4 0.6 柾目 スギ 92
483 曲物底板 容器 曲物 39F22 流路 1 4 層 （13.4） 0.6 柾目 スギ 80
484 曲物底板 容器 曲物 39G15 流路 1 2 層 15.8 0.8 柾目 ―
485 曲物底板 容器 曲物 39G5 流路 1 2 層 11.5 0.6 柾目 スギ 90
486 曲物底板 容器 曲物 39F2 流路 1 4 層 12.5 0.6 柾目 スギ 93
487 曲物底板 容器 曲物 39E9 流路 1 2 層 9.4 0.5 柾目 スギ 79
488 蓋 容器 曲物 39G12 流路 1 河床 28.6 10.9 0.8 柾目 スギ 77
489 曲物側板 容器 曲物 39E5 流路 1 5 層 22.6 1.8 柾目 ケビキ有 ―
490 柄 容器 39E8 流路 1 4 層 69.5 1.4 1.3 削りだし スギ 19
491 長円曲物柄 容器 曲物 39F4 流路 1 河床 33.4 （4.2） 3.1 分割材 スギ 42
492 腰掛 器具 椅子 39F15 流路 1 河床 23.0 33.5 14.0 内刳り スギ 炭化部有 43
493 腰掛 器具 椅子 39D24 流路 1 27.5 （38.0） 8.3 柾目 スギ 弥生末～古墳 12
494 脚部 器具・容器 39D5 流路 1 3 層 86.6 16.6 1.5 板目 スギ 容器の差込脚部 105
495 斎串 祭祀具 斎串 39D10 流路 1 3 層 35.2 1.6 0.3 板目 スギ 斎串の可能性 75
496 人形 祭祀具 斎串 38G25 流路 1 3 層 （15.4） 2.8 0.6 板目 スギ 96
497 船形木製品 祭祀具 形代 39F8 流路 1 河床 46.6 3.5 2.8 底面が板目 スギ 古墳時代前期 100
498 刀形 祭祀具 形代 38G25 流路 1 3 層 （11.2） 2.6 0.8 板目 スギ 101
499 竿か 祭祀具 39F6 流路 1 4 層 69.4 1.7 10 削出丸棒 スギ 先端部に差し込み加工 45
500 浮子 漁撈具 39D20 流路 1 河床 27.5 5.1 1.7 削りだし 両端を加工 ―
501 浮子 漁撈具 39D24 流路 1 5 層 16.5 3.0 2.7 削りだし 両端を加工 ―
502 板材 交通遺物 舟 39F14 流路 1 3 層 （50.5） 4.5 分割材 スギ 年輪を切るように加工 17
503 板材 交通遺物 舟 39F8 流路 1 4 層 （188.6） 16.9 4.5 板目 スギ 年輪を切るように加工 52
504 板材 交通遺物 舟 39D5 流路 1 3 層 164.9 17.4 4.7 柾目 スギ 65
505 板材 不明 不明 39F15 流路 1 2 層 54.7 6.8 1.9 柾目 スギ 上端部に長方形の穴 2
506 板材 不明 不明 38G15 流路 1 河床 23.2 5.4 3.1 柾目 楔形 ―
507 へぎ材 不明 不明 39E9 流路 1 4 層 （61.2） 2.5 2.5 板目 スギ 21
508 へぎ材 不明 不明 39G4 流路 1 3 層 （32.9） 2.4 3 柾目 スギ 41
509 へぎ材 不明 不明 39G7 流路 1 河床 （30.6） 2.6 0.6 板目 スギ 98
510 棒状木製品 不明 不明 39F9 流路 1 2 層 （47.4） 3.2 2.6 分割材 スギ 端部に加工 78
511 棒状木製品 不明 不明 39G3 流路 1 3 層 56.1 2.4 2.4 削出丸棒 スギ 端部に加工 22
512 横槌か 不明 不明 39E14 流路 1 河床 （21.2） 7.4 7.2 芯持 ―
513 棒状木製品 不明 不明 39F14 流路 1 3 層 39.4 3.2 2.2 柾目 スギ ―
514 棒状木製品 不明 不明 38G10 流路 1 1 56.1 1.8 1.4 柾目 スギ 側面に等間隔に刻み目 104
515 棒状木製品 不明 不明 39F3 流路 1 2 層 23.1 2.8 1.7 削りだし 上端部を有頭状に加工 ―
516 柱材 構築材 建築材 39F23 流路 1 3 層 58.0 8.0 5.0 分割材 スギ 18
517 柱材 構築材 建築材 39E14 流路 1 3 層 （70.8） （7.7） 3.0 板目 スギ 貫穴破損 26

518 柱材 構築材 建築材 39E13 流路 1 河床 （204.5） 7.0 7.0 分割材 スギ 貫穴の中に角棒遺存 54分割材 スギ
519 柱根 構築材 建築材 39C2 P419 （60.1） （17.5） 16.5 分割材 スギ 直径 70cm以上の木使用 48
520 柱根 構築材 建築材 39C8 P420 Ⅲ層 48.5 （12.0） 6.0 分割材 スギ 49
521 柱根 構築材 建築材 39C16 P423 Ⅲ層 53.0 18.5 7.6 分割材 スギ 50
522 横架材 構築材 建築材 39F15 流路 1 3 層 165.6 4.5 4.0 分割材 スギ 28
523 横架材 構築材 建築材 39F7・8 流路 1 4 層 151.5 17.4 6.1 板目 スギ 31
524 横架材 構築材 建築材 39F13 流路 1 4 層 107.0 11.0 6.0 追柾 スギ 切り欠き有 梁桁材 32
525 梁桁材 構築材 建築材 39D 流路 1 3 層 （220.4） 20.9 2.5 板目 スギ 厚補正 53
526 梁桁材（鴨居） 構築材 建築材 41A 流路 1 （156.0） （9.5） 2.5 板目 スギ 端部に枘加工 59
527 横架材 構築材 建築材 39E10 流路 1 259.4 7.1 5.9 分割材 スギ 切り欠き 3か所 70
528 横架材片 構築材 建築材 39F16 流路 1 3 層 66.4 17.1 4.1 板目 厚補正　一端整材加工 ―
529 梁桁材 構築材 建築材 39F9 流路 1 2 層 81.8 （9.5） 3.1 板目 スギ 切り欠き有り、厚補正 13
530 板材 構築材 建築材 39F11 流路 1 4 層 84.5 12.7 3.1 板目 スギ 壁材の押さえ 25
531 開口部材 構築材 建築材 39G14・15 流路 1 2 層 123.4 14.9 2.7 板目 スギ 輪薙込 表面摩滅 厚補正 39
532 部材 構築材 建築材 39F8 流路 1 5 層 110.8 16.4 3.5 柾目 スギ 方形仕口有 37

（18.3）
（102.0）
163.8

（4.0）
8.8
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遺 物 観 察 表

報告
№ 資料名 分類 分類２

出土位置 （現存）法量（㎝）
木取り 樹種 備考 分析

№グリッド 遺構№ 層位 長さ 最大幅口径 厚さ
533 横架材 構築材 建築材 39F15 流路 1 河床 （109.7） 24.5 5.1 柾目 スギ 輪薙込 35
534 梁桁材 構築材 建築材 39D5 流路 1 3 層 （197.4） 26.2 3.1 板目 スギ 輪薙込　厚補正 56
535 破風材 構築材 建築材 39D24 流路 1 88.5 28.8 2.7 板目 スギ 厚補正 61
536 壁板 構築材 建築材 39E18 流路 1 3 層 105.0 14.0 1.5 板目 スギ 厚補正 1
537 板材 構築材 建築材 39F21 流路 1 3 層 128.5 12.5 4.0 柾目 スギ 24
538 壁板 構築材 建築材 39G15 流路 1 2 層 133.3 26.4 4.3 板目 スギ 落とし込み加工 29
539 壁板 構築材 建築材 39G15 流路 1 2 層 90.3 26.5 4.9 板目 スギ 538 と同一個体 30
540 壁板 構築材 建築材 39D10 流路 1 3 層 （214.0） 6.3 2.3 板目 スギ 67
541 壁板 構築材 建築材 39D15 流路 1 3 層 149.7 16.0 2.8 柾目 スギ 孔の摩滅痕 72
542 壁板 構築材 建築材 39F12 流路 1 4 層 90.5 29.5 1.3 柾目 スギ 壁板一間分 73
543 木舞（棒） 構築材 建築材 38G10 流路 1 1 層 （72.1） 1.7 1.6 削りだし スギ 15
544 床板材 構築材 建築材 39F7 流路 1 5 層 42.7 17.5 5.5 柾目 スギ 46
545 はしご 構築材 建築材 39D5 流路 1 3 層 64.0 （9.5） 6.7 外刳り スギ 47
546 垂木材 構築材 建築材 39E15 流路 1 河床 99.0 4.8 4.8 芯持丸木 ヒノキ科 切り欠き有 38
547 栓 構築材 建築材 39E4 流路 1 5 層 61.5 4.9 3.3 分割材 スギ 20
548 差し釘 構築材 建築材 39E4 流路 1 5 層 54.2 7.3 3.2 板目
549 杭 構築材 施設材 38H5 流路 1 60.9 5.8 3.1 分割材 スギ 杭 464 3
550 杭 構築材 施設材 38H5 流路 1 51.7 6.1 3.6 分割材 スギ 杭 462 4
551 板杭 構築材 施設材 38G20 流路 1 63.4 7.0 4.8 板目 スギ 杭 463 5
552 角杭 構築材 施設材 39D4 流路 1 4 層 板目 スギ 枘加工 106
553 杭 構築材 施設材 39F18 流路 1 河床 33.2 2.6 1.2 板目 ―
554 杭 構築材 施設材 39 流路 2 3 層 58.7 （径）3.5 芯持丸木 ヒノキ科 108
555 杭 構築材 施設材 37D22 杭 37 29.8 1.0 0.8 分割材 スギ 111

556 杭 構築材 施設材 37D7 杭 35 24.5 3.1 3.0 分割材
マツ属
複維管束
亜属

112

557 柱材 構築材 施設材 39F3 流路 1 4 層 （209.3） 14.1 5.4 分割材 スギ 55
558 板材 構築材 不明 39E20 流路 1 74.5 3.5 1.0 柾目 スギ 切り欠き有り 8
559 角材 構築材 不明材 39F3 流路 1 4 層 （124.3） 6.3 5.2 分割材 スギ 先端部炭化 33
560 板材 構築材 建築材 39F8 流路 1 4 層 （122.2） 10.5 5.0 板目 スギ 先端部枘加工 36
561 割り板 構築材 施設材 39G17 流路 1 3 層 108.5 25.5 2.4 柾目 スギ 仕上げ調整無し 57
562 板材 構築材 施設材 39E8 流路 1 4 層 60.3 6.0 1.8 柾目 スギ 圧痕有　分割時の楔痕 23
563 板材 構築材 不明 39D15 流路 1 3 層 （197.5） 21.0 5.2 板目 スギ 63
564 板材 構築材 建築材 39G11・16 流路 1 2 層 （165.2） 19.3 3.2 板目 スギ 端部に枘加工有 60
565 角杭 構築材 施設材 39D10 流路 1 3 層 152.0 3.7 3.3 分割材 スギ 62
566 角材 構築材 施設材 39C5 流路 1 2 層 199.8 9.0 5.5 分割材 スギ 簡便な施設用材 58
567 角材 構築材 建築材 41A 流路 1 176.0 5.6 4.6 分割材 スギ 69
568 柾目角材 構築材 不明 39D19 流路 1 4 層 81.3 5.3 4.2 柾目 ―
569 柱？ 構築材 不明 38G5 流路 1 3 層 21.3 8.2 4.1 芯持 わたりあご、貫穴痕 ―
570 柱材 構築材 建築材 39G6 流路 1 1 層 53.3 5.5 2.5 板目 スギ 16
571 柱材 構築材 建築材 39D5・10 流路 1 3 層 188.9 9.7 3.1 分割材 スギ 71
572 板材 構築材 施設材 39D20 流路 1 3 層 165.4 20.0 9.5 柾目 スギ 64
573 横架材 構築材 柵材 39E9・10 流路 1 329.5 21.0 2.2 板目 スギ 66
574 角材 構築材 不明 39E4 流路 1 5 層 79.0 7.8 4.5 分割材 端部に弧状の受け部成形 ―
575 柱材 構築材 施設材 39F13 流路 1 4 層 65.8 17.2 10.0 みかん割 ―

100.3 5.8 3.4
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